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取扱説明書＜詳細版＞について

●各部の名称と働き
本製品の各部分の名称と働きについて説明しています。

●取り扱い
本製品の基本的な取り扱い方法について説明しています。主な掲載内容は次
のとおりです。
・Windows のスタート／終了方法
・バッテリ、メモリーカードなど各部の取り扱い方法
・音量や画面の明るさの調節
・お手入れの方法

●便利な機能のご紹介
本製品ならではの次のような機能についてご紹介しています。
・My Cloud
・F-LINK（ケータイ連携機能）
・ステータスパネルスイッチ

●バックアップ
本製品に搭載されている「バックアップナビ」を使って大切なデータをコピー
（バックアップ）する方法を説明しています。

●使いこなすために
さらに本製品を使いこなすために、次のような機能の細かい設定方法などを
説明しています。
・ディスプレイ、サウンド、通信
・スリープ、タブレットの節電
・BIOSの設定

本書のより詳しい内容を説明したインターネット上のマニュアルです。 
本書に掲載されている内容のほかに、次のような内容も記載されています。
参照方法は本書の表紙の裏面をご覧ください。



このタブレットをお使いになる前に

安全にお使いいただくために
このマニュアルには、本製品を安全に正しくお使いいただくための重要な情報が記載さ
れています。
本製品をお使いになる前に、このマニュアルを熟読してください。特に、「安全上のご
注意」をよくお読みになり、理解されたうえで本製品をお使いください。
また、このマニュアルは、本製品の使用中にいつでもご覧になれるよう大切に保管して
ください。

保証書について
・保証書は、必ず必要事項を記入し、内容をよくお読みください。その後、大切に保

管してください。
・修理を依頼される場合には、必ず保証書をご用意ください。
・保証期間内に、正常な使用状態で故障した場合は、無料で修理いたします。
・保証期間内でも、保証書の提示がない場合や、天災あるいは無理な使用による故障

の場合などには、有料での修理となります。ご注意ください（詳しくは、保証書を
ご覧ください）。

・修理後は、本製品の内容が修理前とは異なり、ご購入時の状態や、何も入っていな
い状態になっている場合があります。大切なデータは、バックアップをおとりくだ
さい。

・本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）の最低保有期
間は、製造終了後6年間です。

使用許諾契約書 （ライセンス条項）
本製品にインストール、または添付されているソフトウェアをご使用いただく権利をお
客様に対して許諾するにあたり、ご同意いただくことを使用の条件とさせていただいて
いる「ソフトウェアの使用条件」は、本製品内のハードディスクに格納しています。
セットアップ時にご同意いただいた後に再度ご覧になりたい場合は、ファイルの検索で
「OEMEULA.rtf」を検索してください。
ただし、本ソフトウェアのうち、Windows ストア アプリについては、本契約は適用  
されず、Microsoft 社所定の標準アプリケーションライセンス条項が適用されます。な
お、Microsoft 社所定の標準アプリケーションライセンス条項に加えて、個別の追加
条件が適用される場合があります。

データのバックアップについて
本製品に記録されたデータ（基本ソフト、アプリケーションソフトも含む）の保全につ
いては、お客様ご自身でバックアップなどの必要な対策を行ってください。また、修理
を依頼される場合も、データの保全については保証されませんので、事前にお客様ご自
身でバックアップなどの必要な対策を行ってください。
データが失われた場合でも、弊社ではいかなる理由においても、それに伴う損害やデー
タの保全・修復などの責任を一切負いかねますのでご了承ください（大切なデータは日
ごろからバックアップをとられることをお勧めします）。

添付品は大切に保管してください
ディスクやマニュアル等の添付品は、本製品をご購入時と同じ状態に戻すときに必要です。
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液晶ディスプレイの特性について
・液晶ディスプレイは非常に精度の高い技術で作られておりますが、画面の一部に点

灯しないドットや、常時点灯するドットが存在する場合があります（有効ドット数
の割合は99.99%以上です。有効ドット数の割合とは「対応するディスプレイの表
示しうる全ドット数のうち、表示可能なドット数の割合」を示しています）。これら
は故障ではありません。交換・返品はお受けいたしかねますのであらかじめご了承
ください。

・本製品で使用している液晶ディスプレイは、製造工程により、各製品で色合いが異
なる場合があります。また、温度変化などで多少の色むらが発生する場合がありま
す。これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。

・長時間同じ表示を続けると残像となることがありますが故障ではありません。残像
は、しばらく経つと消えます。この現象を防ぐためには、省電力機能を使用してディ
スプレイの電源を切るか、スクリーンセーバーの使用をお勧めします。

・表示する条件によってはムラおよび微少な斑点が目立つことがありますが故障では
ありません。

本製品のハイセイフティ用途での使用について
本製品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業用などの一般的用途を想定
したものであり、ハイセイフティ用途での使用を想定して設計・製造されたものではあ
りません。
お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措置を施すことなく、本
製品を使用しないでください。
ハイセイフティ用途とは、以下の例のような、極めて高度な安全性が要求され、仮に当
該安全性が確保されない場合、直接生命・身体に対する重大な危険性を伴う用途をいい
ます。
・原子力施設における核反応制御、航空機自動飛行制御、航空交通管制、大量輸送シ

ステムにおける運行制御、生命維持のための医療用機器、兵器システムにおけるミ
サイル発射制御など
5



有寿命部品について
・本製品には、有寿命部品が含まれています。有寿命部品は、使用時間の経過に伴っ

て摩耗、劣化等が進行し、動作が不安定になる場合がありますので、本製品をより
長く安定してお使いいただくためには、一定の期間で交換が必要となります。

・有寿命部品の交換時期の目安は、使用頻度や使用環境等により異なりますが、1 日
約 8時間、1ヶ月に25日のご使用で約 5年です。なお、この期間はあくまでも目
安であり、この期間内に故障しないことをお約束するものではありません。また、長
時間連続使用等、ご使用状態によっては、この目安の期間よりも早期に部品交換が
必要となる場合があります。

・本製品に使用しているアルミ電解コンデンサは、寿命が尽きた状態で使用し続ける
と、電解液のもれや枯渇が生じ、異臭の発生や発煙の原因となる場合がありますの
で、早期の交換をお勧めします。

・摩耗や劣化等により有寿命部品を交換する場合は、保証期間内であっても有料とな
ります。なお、有寿命部品の交換は、当社の定める補修用性能部品単位での修理に
よる交換となります。

・本製品をより長く安定してお使いいただくために、省電力機能の使用をお勧めしま
す。また、一定時間お使いにならない場合は電源をお切りください。

＜主な有寿命部品一覧＞
液晶ディスプレイ、フラッシュメモリディスク、ACアダプタ

消耗品について
一般的にバッテリパックは、300～ 500回の充放電で寿命となります。（温度条件や
使用環境によって異なります。）

24時間以上の連続使用について
本製品は、24時間以上の連続使用を前提とした設計にはなっておりません。

この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目
的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、
受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてくだ
さい。

VCCI-B

本製品は、国内での使用を前提に作られています。海外での使用につきましては、お客
様の責任で行っていただくようお願いいたします。
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無線 LANについて

・上記表示の2.4GHz 帯を使用している無線設備は、全帯域を使用し、かつ移動体識
別装置の帯域を回避可能です。変調方式として DSSS 変調方式およびOFDM変調
方式を採用しており、与干渉距離は40mです。

・本製品の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほか工場の
製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）お
よび特定小電力無線局（免許を要しない無線局）が運用されています。
（1）本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無

線局が運用されていないことを確認してください。
（2）万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生

した場合には、速やかに電波の発射を停止した上、下記の連絡先にご連絡頂
き、混信回避のための処置等（例えば、パーティションの設置など）につい
てご相談してください。

（3）その他、本製品から移動体識別用の特定小電力無線局に対して電波干渉の事
例が発生した場合など何かお困りのことが起きたときは、次の連絡先へお問
い合わせください。 
連絡先：「富士通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓口」

・本製品は、日本国内での無線規格に準拠し、認定を取得しています。日本国内での
みお使いいただけます。また、海外でご使用になると罰せられることがあります。

・タブレット本体と通信相手の機器との推奨する最大通信距離は、IEEE 802.11b 準 
拠、IEEE 802.11g 準拠では見通し半径 25m以内、IEEE 802.11n 準拠では見  
通し半径50m以内となります。ただし、無線 LAN の特性上、ご利用になる建物の
構造・材質、障害物、ソフトウェア、設置状況、電波状況等の使用環境により通信
距離は異なります。また、通信速度の低下や通信不能となる場合もありますのであ
らかじめご了承ください。

・ IEEE 802.11g準拠とIEEE 802.11b準拠の無線LANの混在環境においては、IEEE  
802.11g準拠は IEEE 802.11b 準拠との互換性をとるため、IEEE 802.11g準拠  
本来の性能が出ない場合があります。IEEE 802.11g準拠本来の性能が必要な場合は、 
IEEE 802.11g準拠と IEEE 802.11b準拠を別のネットワークにし、使用している  
チャンネルの間隔を5チャンネル以上あけてお使いください。

・本製品と 5GHz の周波数帯を使用する無線 LAN とは、使用している周波数帯域が
異なるため、通信できません。ご注意ください。

・航空機内の使用は、事前に各航空会社へご確認ください。
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Bluetooth®ワイヤレステクノロジーについて

・上記表示の2.4GHz 帯を使用している無線設備は、全帯域を使用し、かつ移動体識
別装置の帯域を回避不可です。変調方式として FHSS変調方式を採用しており、与
干渉距離は10mです。

・本製品の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほか工場の
製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）お
よび特定小電力無線局（免許を要しない無線局）が運用されています。
（1）本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定小電力

無線局が運用されていないことを確認してください。
（2）万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生

した場合には、速やかに電波の発射を停止した上、下記の連絡先にご連絡頂
き、混信回避のための処置等（例えば、パーティションの設置など）につい
てご相談してください。

（3）その他、本製品から移動体識別用の特定小電力無線局に対して電波干渉の事
例が発生した場合など何かお困りのことが起きたときは、次の連絡先へお問
い合わせください。 
連絡先：「富士通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓口」

・本製品は、日本国内での無線規格に準拠し、認定を取得しています。日本国内での
みお使いいただけます。また、海外でご使用になると罰せられることがあります。

・タブレット本体と通信相手の機器との推奨する最大通信距離は、見通し半径 10m
以内（出力Class2 の最大値）です。 
ただし、Bluetooth ワイヤレステクノロジーの特性上、ご利用になる建物の構造・
材質、障害物、ソフトウェア、設置状況、電波状況等の使用環境により通信距離は
異なります。また、通信速度の低下や通信不能となる場合もありますのであらかじ
めご了承ください。

・航空機内の使用は、事前に各航空会社へご確認ください。

本装置は、社団法人電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピュータの瞬時電圧
低下対策規格を満足しております。しかし、本規格の基準を上回る瞬時電圧低下に対し
ては、不都合が生じることがあります。また、バッテリ残量が不充分な場合は、規定の
耐力がないため不都合が生じることがあります。

本装置は、VCCI 自主規制措置運用規程に基づく技術基準に適合したマークを画面に表
示することができます。
表示の操作方法は、「認定および準拠について」（→P.27）をご覧ください。

本装置は、電波法ならびに電気通信事業法に基づく技術基準に適合し、技適マーク を
画面に表示することができます。
表示の操作方法は、「認定および準拠について」（→P.27）をご覧ください。
8



マニュアルの表記

このマニュアルの内容は2014年8月現在のものです。
お問い合わせ先やURL などが変更されている場合は、「富士通パーソナル製品
に関するお問い合わせ窓口」へお問い合わせください。

■本文中での書き分けについて
このマニュアルには、複数の機種の内容が含まれています。機種によっては、
記載されている機能が搭載されていない場合があります。また、機種により
説明が異なる場合は、書き分けています。
お使いの機種に機能が搭載されているかを「各部の名称と働き」、「仕様一覧」、
富士通製品情報ページ 
（http://www.fmworld.net/fmv/）で確認して、機種にあった記載をお読み
ください。

■安全にお使いいただくための絵記号について
このマニュアルでは、本製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の
人々に加えられるおそれのある危害や損害を、未然に防止するためのシンボ
ルマークと警告絵文字を使っています。

□警告レベルを表すシンボルマーク

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死
亡する可能性または重傷を負うことがあり、その切迫の
度合いが高いことを示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死
亡する可能性または重傷を負う可能性があることを示
しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷
害を負う可能性があること、物的損害が発生する可能性
があることを示しています。

危険

警告

注意
9
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□危険や障害の内容を表す警告絵文字

△で示した記号は、警告・注意をうながす内容であることを告げるものです。
記号の中やその脇には、具体的な警告内容が示されています。

特定の条件において、破裂
する可能性について注意を
喚起します。

特定の条件において、高温
による傷害の可能性につい
て注意を喚起します。

特定の条件において、レー
ザー光を直視する危険性に
ついて注意を喚起します。

特定の条件において、けが
する可能性について注意を
喚起します。

で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるも
のです。記号の中やその脇には、具体的な禁止内容が示されています。

一般的な禁止行為や禁止事
項を示します。

特定の条件において、外部
の火気によって製品の発火
する可能性を示します。

特定の条件において、機器
の特定の場所に触れること
によって傷害が起こる可能
性を示します。

防水処理のない機器を水場
で使用して漏電によって傷
害が起こる可能性を示しま
す。

機器を分解することで感電
などの傷害が起こる可能性
を示します。

機器を濡れた手で扱うと、感
電する可能性を示します。

防水処理のない機器を水がかかる場所で使用または、水に濡らすな
どして使用すると、漏電して感電や発火する可能性を示します。

●で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるものです。記
号の中やその脇には、具体的な指示内容が示されています。

安全アース端子付きの機器
の場合、使用者に必ずアー
ス線を接続するように指示
します。

故障時や落雷の可能性があ
る場合、使用者に電源プラ
グをコンセントから抜くよ
うに指示します。

特定しない一般的な使用者
の行為を指示します。
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■危険ラベル／警告ラベル／注意ラベル
本製品には危険・警告・注意ラベルが貼ってあります。
これらのラベルは、絶対にはがしたり、汚したりしないでください。

■本文中の記号
本文中に記載されている記号には、次のような意味があります。

■画面例およびイラストについて
本文中の画面およびイラストは一例です。お使いの機種によって、実際に表
示される画面やイラスト、およびファイル名などが異なることがあります。
また、イラストは説明の都合上、本来接続されているケーブル類を省略して
いることがあります。

■操作手順について
このマニュアルでは、連続する操作手順を「 」でつなげて記述しています。
なお、アプリの状態を変更した場合は、操作手順が異なることがあります。

■電源プラグとコンセント形状の表記について
本製品に添付されているACアダプタの電源プラグは「平行2極プラグ」で
す。マニュアルでは「電源プラグ」と表記しています。
接続先のコンセントには「平行2極プラグ（125V15A）用コンセント」を
ご利用ください。マニュアルでは「コンセント」と表記しています。

お使いになるときの注意点や、してはいけないことを記述
しています。必ずお読みください。

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読
みください。

以降の手順が分かれることを表しています。

冊子のマニュアルを表しています。

「富士通アドバイザー」で見るマニュアルを表しています。
参照方法は表紙の裏面をご覧ください。

CDやDVDなどのディスクを表しています。

→ 参照ページを表しています。
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■タッチ操作について
タッチ操作の場合、クリックと記載されている箇所をタップと読み替えてく
ださい（タップとは画面の一点を軽く1回たたく操作です）。
基本的なタッチ操作について詳しくは、 『Windows 8.1基本操作クイッ 
クガイド』をご覧ください。

■製品の呼び方
本文中では、製品名称を次のように略して表記することがあります。

■Webに掲載されている電子マニュアルの参照方法
サポートページ（http://azby.fmworld.net/support/）の「機種別サポー
ト情報・ダウンロード」からご覧ください。

製品名称 このマニュアルでの表記

Windows 8.1

Windows またはWindows 8.1Windows 8.1 Pro

Windows 8.1 with Bing

Windows Internet Explorer 11 Internet Explorer 11 または Internet 
Explorer

Microsoft Office Personal 2013 OfficeまたはOffice Personal 2013

Microsoft Office Home and 
Business 2013

OfficeまたはOffice Home and 
Business 2013

Microsoft Word 2013 Word

Microsoft Excel 2013 Excel

Microsoft Outlook 2013 Outlook

Windows Media® Player 12 Windows Media Player

Windows Live® Windows Live

Bluetooth® Bluetooth
12
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安全上のご注意

本製品を安全に正しくお使いいただくための重要な情報が記載されています。本製
品をお使いになる前に、必ずお読みになり、正しく安全に、大切に取り扱ってくだ
さい。また、本製品をお使いになるときは、マニュアルをよくお読みになり、正し
くお使いください。
「安全上のご注意」はインターネット上でも公開しています。
http://azby.fmworld.net/support/manual/safety/
AC アダプタと電源ケーブルが添付されている場合、ここでは、ACアダプタのケー
ブルと電源ケーブルを合わせて「電源ケーブル」と表記している箇所があります。
お使いの機種によっては、添付や搭載されていない機能などについての記載もあり
ますが、あらかじめご了承ください。

設置／準備

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

コンセントの近くに設置し、電源プラグに容易に手が届くようにしてください。
万一の場合に、電源プラグが抜けなくなり、危険につながるおそれがあります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

梱包に使用している袋類は、お子様の手の届く所に置かないでください。
口に入れたり、頭にかぶったりすると、窒息の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

台に設置して使う場合は、台からはみ出したり、片寄ったりしないように載
せてください。
本製品が落ちたり、倒れたりして、けが、故障の原因になります。特に、お
子様が近くにいる場合はご注意ください。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

振動している場所や傾いた所などの不安定な場所に置かないでください。
本製品が倒れたり、落下して、けが、故障の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

本製品を風通しの悪い場所、火気のある場所、引火性ガスの発生する場所で使
用したり、置いたりしないでください。
火災の原因になります。

警告
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●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

矩形波が出力される機器（UPS（無停電電源装置）や車載用 AC 電源など）
に接続しないでください。
火災の原因になることがあります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

本製品や周辺機器のケーブル類の配線にご注意ください。
ケーブルに足を引っかけ、転倒したり、本製品や周辺機器が落ちたり倒れた
りして、けがや故障の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

添付もしくは指定された以外の AC アダプタや電源ケーブルを本製品に使っ
たり、本製品に添付の AC アダプタや電源ケーブルを他の製品に使ったりし
ないでください。
感電、火災の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

電池を機器に入れる場合は、＋（プラス）と－（マイナス）の向きに注意し、
表示どおりに入れてください。
間違えると電池の破裂、液もれ、発火の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

電源ケーブルやACアダプタは、指定された電圧（100V）の壁のコンセン
トやコネクタに直接かつ確実に接続してください。
不完全な接続状態で使用すると、感電、火災の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

タコ足配線をしないでください。
感電、火災の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

濡れた手で電源ケーブルや AC アダプタを抜き差ししないでください。
感電の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

ケーブル類を束ねた状態で使用しないでください。
発熱して、火災の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

本製品を調理台や加湿器のそばなどの油煙や湯気の多い場所や、ほこりの多
い場所などで使用したり、置いたりしないでください。
感電、火災の原因になることがあります。

注意
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使用時

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

本製品や AC アダプタを直射日光があたる場所、閉めきった自動車内、ストー
ブのような暖房器具のそば、ホットカーペットの上で使用したり、置いたりし
ないでください。
感電、火災、故障の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

本製品を移動する場合は、次の点にご注意ください。
電源ケーブルや AC アダプタが傷つき、感電、火災の原因となったり、本製  
品が落下したり倒れたりして、けがの原因になります。
･電源ケーブルやACアダプタをコンセントから抜いてください。
･接続されたケーブルなどを外してください。
･作業は足元に充分注意して行ってください。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

火中に投入、加熱しないでください。
発煙、発火、破裂の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

端子をショートさせないでください。
感電、火災の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

発熱や煙、異臭や異音がするなどの異常が発生したときは、ただちに電源プラ
グをコンセントから抜いてください。
異常状態のまま使用すると、感電、火災の原因になります。その後、異常な
現象がなくなるのを確認して、弊社お問い合わせ窓口、またはご購入元にご
連絡ください。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

落としたり、カバーなどを破損した場合は、電源を切り、電源ケーブルやAC
アダプタを抜いてください。
バッテリパックを取り外せる場合は、バッテリパックも取り外してください。
そのまま使用すると、感電、火災の原因になります。その後、弊社お問い合
わせ窓口、またはご購入元にご連絡ください。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

開口部（通風孔など）から内部に金属類や燃えやすいものなどの異物を差し
込んだり、落とし込んだりしないでください。
感電、火災の原因になります。

警告
15



●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

本製品や本製品を設置している台にぶら下がったり、上に載ったり、寄りか
かったりしないでください。
本製品が落ちたり、倒れたりして、けが、故障の原因になります。特に、お
子様が近くにいる場合はご注意ください。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

排気孔付近や AC アダプタなど、本製品の温度が高くなる場所に長時間直接
触れて使用しないでください。
排気孔からの送風に長時間あたらないでください。特に、お子様が近くにい
る場合はご注意ください。
低温やけどの原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

風呂場やシャワー室など、水のかかるおそれのある場所で使用したり、置い
たりしないでください。
感電、火災の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

本製品の上や周りに、花びんやコップなど液体の入ったものを置かないでく
ださい。
水などの液体が本製品の内部に入って、感電、火災の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

使用中の本製品や AC アダプタに、ふとんや布などをかけないでください。
通風孔がある場合は、ふさがないでください。
通気孔が目詰まりしないように、掃除機などで定期的にほこりを取ってくだ
さい。
内部に熱がこもり、火災の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

ご使用になる場合には、部屋を明るくして、画面からできるだけ離れてください。
お使いになる方の体質や体調によっては、強い光の刺激を受けたり、点滅の
繰り返しによって一時的な筋肉のけいれんや意識の喪失などの症状を起こす
場合がありますので、ご注意ください。
過去にこのような症状を起こしたことがある場合は、事前に医師に相談して
ください。
本製品をご使用中にこのような症状を発症した場合には、すぐに本製品の使用を
中止し、医師の診断を受けてください。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

本製品や周辺機器のケーブル類に、お子様が容易に触れないようにしてくだ
さい。
誤って首に巻きつけると窒息の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

AC アダプタ本体や、ケーブルが変形したり、割れたり、傷ついている場合 
は使用しないでください。
感電、火災の原因になります。
16



●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

ACアダプタ本体を落下させたり、強い衝撃を与えないでください。
カバーが割れたり、変形したり、内部の基板が壊れ、故障、感電、火災の原因
になります。修理は、弊社問い合わせ窓口、またはご購入元にご連絡ください。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

自転車、バイク、自動車などを運転中に本製品を使用しないでください。
安全走行を損ない、事故の原因になります。安全な所に止めてからお使いく
ださい。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

歩行中に本製品を使用しないでください。
駅のホームや道路などで歩きながら本製品を使用すると、視野が極端に狭く
なり、接触事故の原因になります。安全な場所で立ち止まってからお使いく
ださい。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

バッテリパックや電池を取り扱うときは、次の点にご注意ください。
液もれ、けが、やけど、破裂、火災、周囲を汚す原因になります。
･指定された方法以外で使用しない
･分解や改造をしない
･加熱したり、火の中に入れたりしない
･熱器具に近づけない
･火のそばや炎天下などで充電したり、放置したりしない
･落としたり、ぶつけたり、大きな衝撃を与えない
･先のとがったもので力を加える、強い圧力を加えない
･ショートさせない
･端子部分をぬらしたり、水の中に入れたりしない
･金属製のネックレスやヘアピンなどといっしょに携帯、保管しない
･お子様の手の届く所に保管しない
･乾電池を充電しない
･ハンダ付けしない
特に、バッテリパックは、落下などの衝撃による内部の電池や回路基板の損
傷によって発熱・発火し、けがの原因になったり、破裂・液もれによる周囲
の汚損の原因になることがあります。
バッテリパックに衝撃を与えた場合、あるいは外観に明らかな変形や破損が見ら
れる場合には、使用をやめてください。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

電源ケーブルや AC アダプタが傷ついている場合は使用しないでください。
感電、火災の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

電源ケーブルや AC アダプタの接続部分に、ドライバーなどの金属を近づけ  
ないでください。
感電、火災の原因になります。
17



●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

ケーブル類は、傷つけたり、加工したり、加熱したり、重いものを載せたり、
引っ張ったり、無理に曲げたり、ねじったりしないでください。
感電、火災の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

AC アダプタ本体にケーブル類をきつく巻きつけるなどして、根元部分に負 
担をかけないでください。
ケーブル類の芯線が露出したり断線したりして、感電、火災の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

電源ケーブルや AC アダプタを抜くときは、コード部分を引っ張らず、必ず  
電源プラグを持って抜いてください。
ケーブル類が傷つき、感電、火災の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

無線LAN、無線WAN、Bluetooth®ワイヤレステクノロジー、NFCポー
ト、CLEARSURE、ワイヤレスキーボード／マウスの注意
次の場所では、無線通信機能を停止してください。「ワイヤレススイッチ自動
オン機能」対応の CLEARSURE 搭載機種の場合は、自動的に無線通信機能
がオンにならないようにしてください。
無線機器からの電波により、誤動作による事故の原因となります。
･病院内や医療用電子機器のある場所 
特に手術室、集中治療室、CCU（冠状動脈疾患監視病室）などには持ち込
まないでください。

･航空機内など無線通信機能の使用を禁止されている場所
･自動ドア・火災報知機など自動制御機器の近く
･身動きが自由に取れない状況など、植込み型医療機器（心臓ペースメーカー
など）を装着している方と密着する可能性がある場所

･満員電車の中など付近（15cm（NFC ポートは 12cm））に植込み型医療
機器を装着している方がいる可能性がある場所

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

本製品は、レーザ光線を装置カバーで遮断する安全な構造になっていますが、
次のことにご注意ください。
･光源部を見ないでください。
光学ドライブのレーザ光の光源部を直接見ないでください。
また、万一の故障で装置カバーが破損してレーザ光線が装置外にもれた場合
は、レーザ光線をのぞきこまないでください。
レーザ光線が直接目に照射されると、視力障害の原因になります。

･お客様自身で分解したり、修理・改造したりしないでください。
レーザ光線が装置外にもれて目に照射されると、視力障害の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

レーザーマウスは底面から、目に見えないレーザ光が出ています。
クラス1レーザ製品は、予測可能な使用環境において極めて安全ですが、マウ
ス底面の光は直視しないでください。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●
18



●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

本製品の上に重いものを置かないでください。
けがの原因となることがあります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

本製品をお使いになる場合は、次のことに注意し、長時間使い続けるときは
1 時間に 10～15 分の休憩時間や休憩時間の間の小休止をとるようにして   
ください。
本製品を長時間使い続けると、目の疲れや首・肩・腰の痛みなどを感じる原
因になることがあります。画面を長時間見続けると、「近視」「ドライアイ」な
どの目の健康障害の原因になります。
･画面の位置や角度、明るさなどを見やすいように調節する。
･なるべく画面を下向きに見るように調整し、意識的にまばたきをする。場合
によっては目薬をさす。

･キーボードやマウスは、肘の角度が90度以上になるように使用する。
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

液晶ディスプレイを開閉するとき、手などをはさまないよう注意してください。
けが、故障の原因になります。特に、お子様が近くにいる場合はご注意くだ
さい。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

光学ドライブのトレーやスロット、コネクタ、通風孔など、本製品の開口部
に、手や指を入れないでください。ディスクなどをセットまたは取り出す場
合も、手や指を入れないでください。
けが、感電の原因になります。特に、お子様が近くにいる場合はご注意くだ
さい。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

ヘッドホン・イヤホンをご使用になるときは、音量を上げすぎないでください。
耳を刺激するような大きな音量で聞くと、聴力に悪い影響を与える原因にな
ります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

電源を入れたり切ったりする前には音量を最小にしておいてください。
ヘッドホン・イヤホンをしたまま、電源を入れたり切ったりしないでください。
突然大きな音や刺激音が出て、聴力に悪い影響を与える原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

「ExpressCardTM」、「PC カード」、「SD メモリーカード」、「メモリース  
ティック」、「UIMカード」の使用終了直後は、高温になっていることがあります。
これらを取り外すときは、使用後充分に温度が下がるのを待ってから取り出
してください。
やけどの原因になります。

注意
19



メンテナンス／増設

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

マウス底面の光を直視しないでください。レーザー式マウスの場合も、目に
見えないレーザ光が出ています。
目の痛みなど、視力障害を起こすおそれがあります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

お客様ご自身で修理、改造しないでください。また、マニュアルなどで指示
がある場合を除いて分解しないでください。
けが、感電、火災の原因になります。
修理や点検などが必要な場合は、弊社問い合わせ窓口、またはご購入元にご
連絡ください。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

取り外したカバー、キャップ、ネジ、電池などの部品は、お子様の手の届く
所に置かないでください。
誤って飲み込むと窒息の原因になります。万一、飲み込んだ場合は、すぐに
医師に相談してください。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

清掃するときに、清掃用スプレー（可燃性物質を含むもの）を使用しないで
ください。
故障や火災の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

本製品の内部に搭載されているリチウム電池には触らないでください。
取り扱いを誤ると、人体に影響を及ぼすおそれがあります。リチウム電池は
ご自身で交換せずに、弊社問い合わせ窓口にご相談ください。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

必ず本製品に添付のバッテリパックを使用してください。寿命などでバッテ
リパックを交換する場合は、必ず指定品を使用してください。
指定以外のバッテリパックは、電圧や端子の極性が異なっていることがある
ため、火災、破裂、発熱のおそれがあります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

指定以外の電池は使用しないでください。
また、2 本以上セットする場合は、新しい電池と古い電池を混ぜて使用しな
いでください。
電池の破裂、液もれにより、火災、けが、周囲を汚損する原因になります。

警告
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異常時

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

電源ケーブルや AC アダプタはコンセントから定期的に抜いて、接続部分の  
ほこりやゴミを乾いた布でよく拭き取ってください。
ほこりがたまったままの状態で使用すると感電、火災の原因になります。1年
に一度は点検清掃してください。特に電源プラグ部分についてはほこりがた
まりやすいので、ご注意ください。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

内蔵オプションや周辺機器の取り付け／取り外し、お手入れなどを行うとき
は、本製品および接続されている機器の電源を切り、電源プラグをコンセン
トから抜いた後に行ってください。
バッテリパックを取り外せる場合は、バッテリパックも外してください。
故障、感電、火災の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

周辺機器のケーブルは、本製品や周辺機器のマニュアルをよく読み、正しく
接続してください。
誤った接続状態でお使いになると、感電、火災の原因になります。また、本
製品および周辺機器が故障する原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

周辺機器などの取り付け、取り外しを行うときは、指定された場所以外のネ
ジは外さないでください。
けが、故障の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

本製品の内部に水などの液体や金属片などの異物が入った場合は、すぐに本
製品の電源を切り、電源ケーブルやACアダプタを抜いてください。
バッテリパックを取り外せる場合は、バッテリパックも取り外してください。
そのまま使用すると、感電、火災の原因になります。その後、弊社お問い合
わせ窓口、またはご購入元にご連絡ください。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

雷が鳴り出したときは、落雷の可能性がなくなるまで本製品やケーブル類に触
れないでください。ケーブル類の接続作業は、落雷の可能性がなくなるまで行
わないでください。
落雷の可能性がある場合は、あらかじめ本製品の電源を切り、その後電源ケー
ブルや AC アダプタをコンセントから抜き、ケーブル類を取り外しておいて  
ください。
落雷による故障、感電、火災の原因になります。

注意

警告
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保管／廃棄

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

タッチパネルのガラスにヒビ、傷などがあった場合は、すみやかにご使用を
中止し、弊社お問い合わせ窓口、またはご購入元にご連絡ください。
そのまま使用するとけがをするおそれがあります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

バッテリパックや電池が液もれし、もれ出た液が万一、目や口に入ったときは、
こすらず水道水などの多量のきれいな水で充分に洗った後、すぐに医師の治療を
受けてください。
失明など障害の原因になります。
液が皮膚や衣類に付着したときは、ただちに水でよく洗い流してください。皮
膚に障害を起こす原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

カバーや部品などが破損・脱落したり、キーボードのキートップが外れた場合
は、使用を中止し、弊社お問い合わせ窓口、またはご購入元にご連絡ください。
破損した製品や破片によるけがや故障の原因になります。特に、お子様が近
くにいる場合はご注意ください。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

液晶ディスプレイが破損し、液状の内容物が流出して皮膚に付着した場合は、
流水で 15 分以上洗浄してください。また、目に入った場合は、流水で 15
分以上洗浄した後、医師に相談してください。
中毒を起こすおそれがあります。
液晶ディスプレイの内部には、刺激性物質が含まれています。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

バッテリパックの廃棄については、マニュアルの説明に従ってください。
本製品は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の規制を受けます。
バッテリパックはリチウムイオン電池を使用しており、一般のゴミといっ
しょに火中に投じられると破裂のおそれがあります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

注意

警告
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●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

本製品を長期間使用しないときは、安全のため電源ケーブルや AC アダプタ
をコンセントから抜いてください。
バッテリパックや乾電池を取り外せる場合は、取り外してください。
火災の原因になります。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

本製品の廃棄については、マニュアルの説明に従ってください。
本製品は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の規制を受けます。
本製品はリチウム電池を使用しております。
ワイヤレスキーボード、ワイヤレスマウス、リモコンなどには、乾電池、充
電池を使用しております。
一般のゴミといっしょに火中に投じられると電池が破裂するおそれがあります。
使用済み電池の廃棄については、マニュアルの説明に従ってください。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

注意
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取り扱い上のご注意

タブレットの使用環境についての注意

タブレットは精密機器です。使用環境に注意してご利用ください。取り扱い方法を
誤ると故障や機能低下、破損の原因となります。
内容をよくご理解のうえ、注意してお取り扱いください。
・タブレットをお使いになる環境の温度と湿度
次の範囲内としてください。
・動作時：温度5～ 35℃／湿度20～ 80％RH
・非動作時：温度 -10～ 60℃／湿度 20～ 80％RH

・タブレットの結露
動作時、非動作時にかかわらず、タブレット本体が結露しないようにご注意くだ
さい。
結露は、空気中の水分が水滴になる現象です。タブレットを温度の低い場所から
温度の高い場所、または、温度の高い場所から温度の低い場所へ移動すると、タ
ブレット内部に結露が発生する場合があります。結露が発生したままタブレット
を使用すると故障の原因となります。
タブレットを移動したときは、直射日光が当たらない風通りの良い場所に設置し、
室温と同じくらいになるのを待ってから電源を入れてください。

・タブレットをお使いになれない場所
・直射日光のあたる場所
感電、火災、破損や故障の原因となります。

・水など液体のかかる場所
タブレット内部の回路がショートして、壊れてしまうことがあります。

・ほこりの多い場所や、油を使用する場所
故障の原因となります。

・熱がこもりやすい場所（ふとんやクッションの上など）
放熱が妨げられ、故障の原因となります。

・静電気の発生しやすい場所
タブレットは、静電気に対して弱い部品で構成されており、人体にたまった静
電気により破壊される場合があります。使用する前には、アルミサッシやドア
ノブなどの金属に手を触れて、静電気を放電してください。

・電磁波の影響を受けやすいもの（テレビやラジオなど）や、磁気を発生するも
の（モーターやスピーカーなど）に近い場所
故障や機能低下の原因となります。

・腐食性ガス（温泉から出る硫黄ガスなど）が存在する場所
タブレット本体が腐食する可能性があります。
24



・無線通信機能をお使いになる場所
・タブレット本体に搭載されている無線通信機能をお使いになるときは、できる
だけ見通しの良い場所でお使いください。電子レンジの近く、アマチュア無線
機の近くや足元など見通しの悪い場所でお使いになると、周囲の電波の影響を
受けて、接続が正常に行えないことがあります。

・お使いになる場所によっては電波を停止する必要があります（ 「安全上のご注 
意」「無線 LAN、無線 WAN、Bluetooth® ワ イヤレステクノロジー、   
NFC ポート、CLEARSURE、ワイヤレスキーボード／マウスの注意」（→ 
P.18））。機内モードに切り替えて電波の発信を止めてください。
手順については、サポートページから Q&A ナンバー「5909-9593」を検索  
してご覧ください。

使用上のお願い

■タブレット本体の取り扱い上の注意
・衝撃や振動を与えないでください。
・操作に必要のない部分を押したり、必要以上の力を加えたりしないでください。
・磁気ブレスレットや磁気ネックレスなど、磁気を発生するものを身につけたまま、
操作しないでください。
画面が表示されなくなるなどの故障の原因となるおそれがあります。

・水などの液体や金属片、虫などの異物を混入させないようにしてください。
故障の原因になる可能性があります。

・タブレット本体を立てたり、傾けて置かないでください。
タブレット本体が倒れて、故障の原因となることがあります。

・タブレット本体は昼夜連続動作（24時間動作）を目的に設計されていません。ご
使用にならないときは電源を切ってください。

・タブレットを投げ付けたり、不安定な姿勢で使用したりしないでください。
落下などにより、けがや故障の原因となります。

■タブレットの温度上昇に関して
・長時間使用すると、タブレット表面の温度が上昇して、温かく感じることがあり
ますが、故障ではありません。
これは、タブレット内部の温度が一定以上になると、装置全体から放熱するため
です。

・タブレットの表面、裏面は熱くなります。長時間触れたままにすると、低温やけ
どの原因になります。
25



■タブレットを持ち運ぶ場合の注意
・タブレット本体を持ち上げたり移動させたりするときは、落としたりしないよう
に、タブレット本体をしっかりと掴んでください。

・タブレット本体や AC アダプタを運ぶ場合は、ぶつけたり落としたりしないでく
ださい。かばんなどに入れて衝撃や振動から保護してください。

・タブレット本体をかばんなどに入れて持ち運ぶ場合には、次の点に注意してくだ
さい。
・タブレット本体に無理な力がかかったり、強い衝撃が伝わったりしないように、
かばんなどに入れてください。

・ACアダプタをいっしょに入れて持ち運ぶと、ACアダプタでタブレット本体を
傷つけたり、破損したりするおそれがあります。

・液晶ディスプレイの傷や破損にご注意ください。
・タブレット本体を自動車内に設置した状態での使用は、保証しておりません。
・自転車やバイクのカゴなどに載せて運ばないでください。衝撃や振動により故障
するおそれがあります。また、落下などにより、けがや故障の原因となります。

■液晶ディスプレイの取り扱い上の注意
・液晶ディスプレイをたたいたり強く押したりしないでください。また、ひっかい
たり先のとがったもので押したりしないでください。

・表示面・裏面にかかわらず、液晶ディスプレイに強い圧力が加わると、画面にム
ラが発生する場合があります。

・液晶ディスプレイにゴムやビニール製品を長時間接触させないでください。表面
がはげたり、変質したりすることがあります。

■雷についての注意
落雷の可能性がある場合は、タブレットの電源を切るだけでなく、すべてのケーブ
ル類を抜いておいてください。
また、雷が鳴り出したときは、落雷の可能性がなくなるまでタブレット本体やケー
ブル類、およびそれらにつながる機器に触れないでください。
安全のため、避雷器の設置をお勧めします。
ただし、どのような避雷器をお使いになってもタブレット本体を保護できない場合
があります。あらかじめご了承ください。

□落雷について
落雷には、直撃雷と誘導雷の2種類あります。直撃雷と誘導雷のどちらでも避雷器
で保護できない可能性があります。
・直撃雷
避雷針によって雷を誘導して対象物を保護できます。
ただし、避雷器の許容値を超えた非常に大きな雷を受けた場合には、避雷器を用
いてもタブレット本体を保護できないことがあります。
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・誘導雷
タブレットの故障は主に誘導雷によって起こります。
雷により周囲に強力な電磁場ができると発生し、電線や電話線などから侵入する
のが誘導雷です。タブレットの場合、電源ケーブル、外部機器との接続ケーブル、
LANケーブルなどから誘導雷の侵入が考えられます。誘導雷を防ぐにはケーブル
類を抜くなどの対策が必要です。

□落雷時の故障について
落雷によるタブレット本体の故障は、保証期間内でも有償修理となります。
故障の状況によっては、修理費用が高額になることもあるので、ご注意ください。
また、場合によっては、落雷によってタブレット本体だけでなく周辺機器などが故
障することもあります。

疲れにくい使い方

タブレットを長時間使い続けていると、目が疲れ、首や肩や腰が痛くなることがあ
ります。その主な原因は、長い時間同じ姿勢でいることや、近い距離で画面やキー
ボードを見続けることです。タブレットをお使いになるときは姿勢や環境に注意し
て、疲れにくい状態で操作しましょう。
・次のようにして、画面の向きや角度を調節しましょう。
・直射日光があたらないようにする
・外光が直接目に入ったり画面に映り込んだりしないようにする

・画面の輝度や文字の大きさなども見やすく調節しましょう。
・目と画面との距離をとり、疲れない位置を保って利用しましょう。
・1時間以上続けて作業しないようにしましょう。
・続けて作業をする場合には、1時間に10～15分程度の休憩時間をとりましょう。
・休憩時間までの間に1～ 2分程度の小休止を1～ 2回取り入れましょう。

認定および準拠について

このタブレットに固有の認定および準拠マークに関する詳細（認証・認定番号を含
む）は、次の手順で表示される画面で確認できます。
1 BIOS セットアップを起動します。
2「情報」（「Info」）メニューから「認証表示」（「Display Regulatory Compliance」）  

を選択します。
BIOS セットアップについて、詳しくは 『取扱説明書＜詳細版＞』の「BIOS
の設定」をご覧ください。
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各部の名称について

このタブレットの各部の名称は次のとおりです。
インWebカメラ

microUSBコネクタ 
 （→ P.32）

Windowsボタン

充電ランプ
28



� ダイレクト･メモリースロットを使うときはカバーを開けます。カバーを
開閉するときは、強く引っ張ったり、無理に曲げたり、ねじったりしな
いでください。

� 各部の働きなど詳しくは、 『取扱説明書＜詳細版＞』の「各部の名称
と働き」をご覧ください。

電源ボタン （→ P.34）

上側面
ダイレクト・メモリースロット

microHDMI コネクタ

ヘッドホン・ヘッドセット兼用端子

＋／－　音量調節ボタンアウトWebカメラ

スピーカー

強制終了スイッチ
29



30 セットア
セットアップする

セットアップを始める前のチェック

セットアップの準備が整っているか確認してください。

□添付品の確認は済んでいますか？
→まだの場合は、『箱の中身を確認してください』をご覧く
ださい。

□タブレットを使用する場所は決まっていますか？
→使用場所については、「タブレットの使用環境についての
注意」（→P.24）をご覧ください。

□インターネットに接続する準備ができていますか？
→できていない場合は、プロバイダーと契約してください。

□ワイヤレス（無線LAN）で接続するため、ネットワーク名
（SSID） とパスワードが必要です！

→セットアップの途中で必要になりますので、あらかじめ記
載しておいてください。
※わからない場合は、無線 LANアクセスポイントのマニュアルをご覧く
ださい。 
パスワードはセキュリティキーなどの名称で説明されていることもあ
ります。
ップする



セットアップの流れを確認する

● セットアップ前に周辺機器を
接続しないでください
メモリーカードなどは、 
「Windows のセットアップを 
する」が終わるまで接続しない
でください。

● 必ずACアダプタを接続してく
ださい
途中でバッテリ残量がなくなる
と電源が切れてしまい、故障の
原因になる場合があります。

Windowsのセットアップをする

Windows を終了する

タブレットを快適にお使い
いただくための準備をする
（→P.54）

Windowsのセットアップ
をする（→P.34）

タブレットの準備をする
（→P.32）

所要時間は約30分～1時間
です。
● このあいだは絶対に電源
を切らないでください
途中で電源を切ると、故障の
原因になる場合があります。

● 時間に余裕をもって作業
してください
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タブレットの準備をする

� 電源を入れる前に必ずACアダプタを接続してください。

1 タブレットを電源に接続します。
ACアダプタに電源ケーブルを接続します。
タブレット本体側面のmicroUSBコネクタ（→P.28）
に電源ケーブルを接続します。
ACアダプタ（電源プラグ）をコンセントに接続し
ます。

①
②

③

（これ以降のイラストは機種や状況により異なります）

①、②、③の順番にしっかり
接続し、ゆるんだり抜けたり
していないことを確認してく
ださい。

電源ケーブルのコネクタは
両端で形状が異なります。
接続するときは、コネクタ
の形状や向きに注意してく
ださい。
32 セットアップする



� 添付の電源ケーブルは本製品専用です。前述のイラス
トのように、タブレット本体を画面が見える向きにし
たときに、microUSBプラグのUSBの刻印が下側に
向くように接続してください。接続できない場合は、
無理に力を加えず、刻印のある面が下になっている
か、もう一度確認してください。

� 充電する場合、必ず、添付の電源ケーブルとACアダ
プタをお使いください。
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Windowsのセットアップをする

1 無線 LAN をお使いになる場合、接続するネット  
ワーク名（SSID）とパスワードを確認します 
（→ P.30）。

2 電源ボタン（ ）を2秒ほど押し続けます。

�「地域と言語」画面が表示されるまで絶対に電源を切
らないでください。
34 セットアップする



3「地域と言語」画面が表示されるまで、そのままし
ばらくお待ちください。

画面が何度か変化します。

� しばらく操作をしないと省電力機能が働き、画面が
真っ暗になることがありますが、電源が切れたわけで
はありません。Windowsボタン（ ）を押すと元の
画面に戻ります。画面が戻らなかった場合は、電源ボ
タン（ ）をポチッと押してください。
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4「地域と言語」画面が表示されたら、「次へ」をタッ
プします。

（これ以降の画面は機種や状況により異なります）
36 セットアップする



5「ライセンス条項」をよく読みます。読み終わった
ら「同意します」をタップします。
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6 セキュリティとサポート機能についての説明をよ
く読んで、「次へ」をタップします。
38 セットアップする



7 タブレットにお好きな名前（PC名）を付けます。

PC名を入力します。
タッチキーボードを使用します。入力する場所を
タップすると、画面上にタッチキーボードが表示さ
れます。
例：「fmv1」という名前にする場合は、タッチキー

ボードで「f」、「m」、「v」とタップし、「&123」
をタップして英字キーと、記号キー／数字キー
の画面を切り替えて「1」をタップします。

「次へ」をタップします。

� PC名は、12文字以内の半角英数字（a～ z、A～ Z、
0～ 9）でお好きな名前を入力してください。数字を
使う場合は英字と組み合わせてください。

① ②

①

②
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8「セットアップを始める前のチェック」（→P.30） 
で記入したネットワーク名（SSID）をタップします。
わからない場合は、無線 LAN アクセスポイントのマ  
ニュアルをご覧ください。

� セキュリティのためネットワーク名（SSID）が表示
されないように設定している場合は、「非公開のネッ
トワーク」をタップし、画面の表示に従って操作して
ください。
40 セットアップする



9 このネットワークのパスワードを入力します。

「セットアップを始める前のチェック」（→P.30） 
で記入したパスワードを入力します。
「ルーターのボタンを押しても接続できます。」と表
示されていたら、無線LANアクセスポイント（ルー
ター）のボタンを押して接続できる場合があります。
詳しくは、無線 LAN アクセスポイントのマニュア
ルをご覧ください。
「次へ」をタップします。

① ②
①

②
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10「簡単設定を使う」をタップします。
42 セットアップする



11「新しいアカウントを作る」をタップします。
タブレットへサインインするためのMicrosoft アカウ
ント（メールアドレス）を新規作成します。

� 右のような画面が表示
された場合は、「イン
ターネットに接続せず
にセットアップしたと
きは」（→ P.88）の手
順に従って、セットアッ
プを続けてください。
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アカウント取得についてのお問い合わせ

手順11～17のMicrosoftアカウントを取得する操作に
ついては、日本マイクロソフト株式会社のサーバーにイン
ターネットで接続して行っています。本書と異なる画面が
表示された場合など、ご不明な点は日本マイクロソフト株
式会社にお問い合わせください。

日本マイクロソフト株式会社　パーソナルサポート窓口
※お電話で問い合わせると、「マイクロソフト コミュニティ」のご利 
用を案内される場合があります。

電話番号：0120-54-2244
受付時間：月～金／9:30-12:00、13:00-19:00 
　　　　　（土・日・祝祭日および指定休業日を除く）
マイクロソフト コミュニティ
URL：http://answers.microsoft.com/ja-jp/
44 セットアップする
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12 新しくメールアドレスを作ります。

姓・名を入力します。
メールアドレスとして使いたい文字列を入力します。
半角英数字（a ～ z、A ～ Z、0～ 9）およびピリ
オド (.)、ハイフン (-)、下線 (_) のみ使用できます。

④

①

②

③

①
②
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パスワードを設定します。下段には設定したパス
ワードを再度入力してください。
【パスワードの作成例】

「次へ」をタップします。

13 次の欄に手順 12 で作ったメールアドレスとパス
ワードを記入します。

③

半角英字
半角数字
半角記号

ab1-c23d4
安全性を高めるため、8 文 
字以上で、半角英数字（a
～ z、A～ Z、0～ 9）お
よび半角記号を組み合わ
せて作成してください。8文字以上

※例とまったく同じ文字をパスワードとして使わないで
ください。

④

パスワードは絶対に忘れないようにしてください。
サインインのときに毎回入力が必要です。

※参照しやすいよう本書の巻末にも記入欄を用意しています。
※第三者に漏れないように充分に注意して管理してください。
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14 パスワードを忘れた場合のセキュリティ情報を入
力します。
ここで入力した情報で、パスワードを再設定すること
ができます。 
「電話番号」と「連絡用メールアドレス」のどちらか１
つは必ず入力してください。

①

④

⑤

③

②
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をタップし、生年月日を選択します。

性別を選択します。

電話番号を入力します。固定電話と携帯電話（スマー
トフォンを含む）、どちらの番号も使用できます。
本人確認をするときに必要になります。すぐに応対
できる電話番号を入力してください。
以前から使用しているメールアドレスを入力しま
す（携帯電話およびスマートフォンのメールアドレ
スを除く）。 
本人確認をするときに必要になります。すぐに応対
できるメールアドレスを入力してください。
「次へ」をタップします。

①
②
③

④

⑤
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15 最終設定を行います。

画面に表示されている文字を入力します。 
文字が読めない場合は「新規」をタップします。新
しい文字が表示されます。
「次へ」をタップします。

① ②
①

②
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� 文字の入力を失敗した場合、「入力した文字が画面の
文字と一致しません」というメッセージが表示され、
新しい文字が表示されます。表示されている文字を再
度入力してください。

� セキュリティ情報の入力に間違いがあった場合は、手
順14に戻ります。入力内容を修正した後、手順15を
やり直しになります。

16「後で行う」をタップします。
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�「コードの受け取り方法」を選択し、電話番号の最後
の4桁かメールアドレスを入力して、「次へ」をタッ
プした場合は、下の画面が表示され、選択した方法で
コードが送られてきます。

送られてきたコードを入力し、「次へ」をタップします。

電話が聞き取れなかったり、メールが受信できなかっ
たりした場合は、 をタップして手順14へ戻り、そ
の場で応対できる電話番号またはメールアドレスに変
更し、やり直してください。
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17 OneDrive の説明が表示された場合は、「次へ」を
タップします。
画面が何度か変化します。
スタート画面が表示されるまでお待ちください。

（スタート画面）

画面が何度か
変化します
52 セットアップする



18 Windowsを終了するため、電源ボタン（ ）をポ 
チッと押します。
セットアップを完了させるため、いったんWindowsを
終了させてください。

これで、Windowsのセットアップが完了しました。

プロバイダーから提供されたメールアドレスなどでメール
を使うには

Windowsストア アプリの「メール」ではお使いになれません。
「Outlook」、または「Windows Liveメール」をお使いくだ 
さい。
使い方については、「富士通アドバイザー」の「メールの使
い方」をご覧ください（→P.54）。

「Outlook」について、ご不明な点がある場合は、次のお問
い合わせ窓口をご利用ください。

日本マイクロソフト株式会社　技術サポート窓口
電話番号：0120-54-2244
受付時間：月～金／9:30-12:00、13:00-19:00 
　　　　　（土・日・祝祭日および指定休業日を除く）
マイクロソフト コミュニティ
URL：http://support.microsoft.com/contactus/
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タブレットを快適にお使いいただくための準備
をする

「富士通アドバイザー」 の準備をする
「富士通アドバイザー」とは、 『取扱説明書＜詳細版＞』を
表示したり、タブレットを使うために知っておいていただきた
い情報をお届けしたりするアプリです。

1 電源ボタン（ ）をポチッと押します。

2 ロック画面が表示されたら、下から上にスライド
します。
スライドとは画面に指を押しつけながら動かす操作です。

3 パスワードを入力し、 をタップします。
「Windows をセットアップする」の手順 13 で記入し
たパスワードです。
54 セットアップする



4 スタート画面が表示されたら、
「富士通アドバイザー」をタッ
プします。
「富士通アドバイザー」のタイル
は画面の右側に隠れています。画面を左方向へスライ
ドしてください。

5「富士通アドバイザー」の画面が表示されたら、内容
をよくお読みになり、「同意する」をタップします。

6「富士通アドバイザーをバックグラウンドで実行
しますか ?」と表示されたら、「許可」をタップし
ます。

この後は、画面の指示に従って操作を進めます。
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■ 次のお知らせは、できるだけ早くお読みください
●パソコンを最新の状態にする
Windowsを最新の状態にします。

●Windows 8.1 の使い方
Windows 8.1 の基本操作や、スタート画面の使い方、タブ  
レットの音量や画面の明るさの調整方法などをご紹介します。

�「富士通アドバイザー」は、このほかにも、タブレッ
トを快適にお使いいただくためのお知らせを配信し
ます。定期的にご確認ください。 
また、マニュアル（ 『取扱説明書＜詳細版＞』）と
トラブル解決の事例などご覧になれます。必要に応じ
てご確認ください。

�「富士通アドバイザー」は、タブレットだけでなく、
スマートフォンでもご利用いただけます。
「富士通アドバイザー」（スマートフォン版）をご利用
いただくと、万が一、タブレットが起動しなかった
り、インターネットに接続できなかったりする場合で
も、サポート情報やマニュアルをご覧いただけます。
※ Android 4.0以降を搭載した 

スマートフォンが必要です。
［ダウンロード手順］
1. 富士通アドバイザーアプリのダ

ウンロードページを開きます。
http://azby.fmworld.net/
support/mycloudapps/
download/#fjadviser

2. Google playバナーをタップして、 
アプリをダウンロードします。
※「富士通アドバイザー」（スマー

トフォン版）の利用設定が必要です。

スマートフォンから
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タブレットの使い方を初歩から学んでみたいけれど、勉強
のしかたがわからない、近くにパソコン教室がないなどで
お悩みではありませんか。

富士通では、Windows 8.1 を新しく使い始めたお客様を  
対象に、プロの担当者が基本操作をレッスンする有償の
サービスメニューをご用意しています。

お客様の予算や目的にあったサポートプランをご提案しま
すので、「PC つなげてレッスンに関するお問い合せ窓口」 
までお電話ください。

PC つなげてレッスンに関するお問い合せ 
窓口（0120-994-499）
受付時間：平日9時から17時
※土・日・祝日、当社指定の休日を除く
※本サービスをご利用いただくには、ユーザー
登録が必要となります。 
http://azby.fmworld.net/support/pclesson/
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「はじめに行う設定」 で初期設定する
「はじめに行う設定」ウィンドウから、タブレットを快適にお
使いになるために必要な初期設定を行ってください。

1 スタート画面で「デスクトップ」をタップして、
デスクトップ画面を表示します。
デスクトップ画面に、「はじめに行う設定」ウィンドウ
が自動で表示されます。 
表示されない場合は、タブレットを再起動してくださ
い。画面右端の外から中へスワイプして「チャーム」を
表示し、 （設定）「電源」「再起動」の順にタップし
ます。

2「はじめに行う設定」ウィンドウに表示される項目
をすべて実行します。

①
②

③

（機種により表示されない項目もあります）

「対応済」の 
アイコン
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「表示」をタップすると、「重要なお知らせ」という
画面が表示されますので、よくお読みください。画
面を閉じるときは、画面上端の外から一番下までス
ライドします。
「登録画面を表示」をタップすると、「はじめに行う
設定‐ユーザー登録をする」ウィンドウが表示され
ます。「パソコンの情報を送信する（推奨）」をタッ
プしてください。インターネットのユーザ登録専用
ホームページが表示されます。ユーザー登録につい
ては、「ユーザー登録のご案内」（→P.71）をご覧
ください。
「実行」をタップすると、各アプリが起動するので
初期設定してください。実行した項目は、左側のア
イコンが「対応済」に変わります。

すべての項目を実行した場合は、タブレットを再起動
したときに、「はじめに行う設定」ウィンドウが表示さ
れなくなります。

� 富士通からの「重要なお知らせ」を再度確認したい場
合は、スタート画面でまっすぐ上にスライドし、「は
じめに行う設定」をタップしてください。
『Windows 8.1 基本操作クイックガイド』

すべての項目を実行するとセットアップは完了です。

①

②

③
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60 困ったと
困ったときは

メールやOfficeで困ったときは

「Outlook」（メールアプリ）や「Word」、「Excel」などの Office の製品につ
いては、アプリ提供元の日本マイクロソフト株式会社にお問い合わせください。

Microsoft
マイクロソフト

 Office
オフィス

 Home
ホーム

 and 

Business
ビジネス

 2013

・ Microsoft
マイクロソフト

 Excel
エクセル

 2013

・ Microsoft
マイクロソフト

 OneNote
ワンノート

 2013

・ Microsoft
マイクロソフト

 Outlook
アウトルック

 2013

・ Microsoft
マイクロソフト

 PowerPoint
パワーポイント

 2013

・ Microsoft
マイクロソフト

 Word
ワード

 2013

・ Microsoft
マイクロソフト

 PowerPoint
パワーポイント

 2013 

楽しもう フォト ウィザード

日本マイクロソフト株式会社
技術サポート窓口
電話：0120-54-2244
受付時間：月～金／9:30 ～12:00、 

13:00 ～ 19:00、 
土・日／10:00 ～ 17:00
（日曜はインストール サポートのみ）

URL：http://support.microsoft.com/
contactus/

※搭載されているアプリはお使いの機種により異なります。
きは

http://support.microsoft.com/contactus/
http://support.microsoft.com/contactus/


ウイルス対策アプリなどで困ったときは

マカフィー リブセーフのお問い合わせ先

その他のアプリは、 『取扱説明書＜詳細版＞』の「その他のアプリのお問い
合わせ先」をご覧ください。

マカフィー リブセーフ マカフィー株式会社
URL：http://www.mcafee.com/japan/mcafee/support/
①テクニカルサポートセンター
インストール方法、製品削除など技術に関するお問い合わせ窓口
電話：0570-060-033 
　　　（携帯電話からの場合：03-5428-2279）
受付時間：9:00 ～ 21:00（年中無休）
お問い合わせフォーム：http://www.mcafee.com/japan/

mcafee/support/tspc_email.asp

②カスタマーサービスセンター
ご契約の更新、ご契約期間の確認など、ご契約に関するお問い
合わせ窓口
電話：0570-030-088 
　　　（携帯電話からの場合：03-5428-1792）
受付時間：9:00 ～ 17:00（祝祭日を除く）
お問い合わせフォーム：http://www.mcafee.com/japan/

mcafee/support/cs_email.asp

60 日間の試用期間中、サポートいたします。
困ったときは 61

http://www.mcafee.com/japan/mcafee/support/
http://www.mcafee.com/japan/mcafee/support/tspc_email.asp
http://www.mcafee.com/japan/mcafee/support/tspc_email.asp
http://www.mcafee.com/japan/mcafee/support/cs_email.asp
http://www.mcafee.com/japan/mcafee/support/cs_email.asp


よくあるトラブルと解決方法

トラブルが発生した場合、まず次の点を確認してください

●使用する装置（タブレットや周辺機器）の電源はすべて入っていますか ?
●ケーブル類は正しいコネクタに接続されていますか ? また、ゆるんだりして 
いませんか?

●電源コンセント自体に問題はありませんか ?
他の電器製品を接続して動作するか確認してください。

●ネットワーク接続ができなくなった場合は、ネットワークを構成する機器（ハ
ブなど）の接続や電源も確認してください。

●タブレットを再起動するとトラブルが解消される場合があります。タブレッ
トの操作が可能なときは、次の手順で再起動してください。
1. 画面右端の外から中へスワイプし、「チャーム」を表示します。
2.「設定」をタップします。
3.「電源」「再起動」の順にタップします。

起動・終了時のトラブル

症状 考えられる原因 対処方法

電源が入らない ACアダプタが正
しく接続されて
いない

AC アダプタが正しく接続されてい 
るか確認してください（→P.32）。

バッテリ残量が
少ない

AC アダプタを接続し、バッテリを 
充電してください。

上記の対処で解
決しない

ACアダプタをいったん取り外し、強
制終了スイッチ（→P.65）を押して
から再び取り付けてください。
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画面に何も表示
されない

画面が暗すぎる 次の手順で画面の明るさを調節し
てください。
1. 画面右端の外から中へスワイプ

して「チャーム」を表示し、
（設定）をタップする。
『Windows 8.1 基本操作  

クイックガイド』
2.「設定チャーム」で「ディスプ

レイ」をタップする。
3. スライダーを上下に動かす。

ディスプレイの
バックライトが
消灯している

画面をタップしてください。

スリープになっ
ている

電源ボタンを押してください。

上記の対処で解
決しない

電源ボタンを 10 秒以上押して電源  
を切り、10秒以上待ってから電源を
入れ直してください。電源ボタンを
10 秒以上押しても電源が切れない 
場合は、AC アダプタを取り外してか 
ら強制終了スイッチを押してくださ
い（→P.65）。
なお、フラッシュメモリディスクに
保存されていない作業中のデータ
は失われます。

症状 考えられる原因 対処方法
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Windowsが起動
しない

周辺機器が正し
く取り付けられ
ていない

周辺機器のマニュアルをご覧にな
り、正しく取り付けられているか確
認してください。

上記の対処で解
決しない

ハードウェアの診断を行ってくだ
さい（→P.66）。

電源が切れない Windowsが正し
く動いていない

次の手順でWindowsを終了させて
ください。
フラッシュメモリディスクが動作
しているときに電源を切ると、ファ
イルが失われたり、フラッシュメモ
リディスクが壊れたりする可能性
がありますので、ご注意ください。
1. を押しながら電源ボタンを

押す。
2. 画面右下の をタップして表

示されるメニューで「シャット
ダウン」を選択する。

上記の対処で解
決しない

電源ボタンを10秒以上押して、電
源を切ってください。電源ボタンを
10 秒以上押しても電源が切れない 
場合は、AC アダプタを取り外して 
から強制終了スイッチを押してく
ださい（→P.65）。
なお、フラッシュメモリディスクに
保存されていない作業中のデータ
は失われます。

症状 考えられる原因 対処方法
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� 強制終了スイッチについて
電源ボタンで電源が切れなくなった場合は、タブレット本体裏面の強制
終了スイッチを使用します。
AC アダプタを取り外し、クリップの先などを差し込んで押すと、タブ 
レットの電源が切れます。
強制終了スイッチを使用するときは、次の点にご注意ください。
・クリップの先などを差し込むときは、できるだけ垂直に、堅い物を押
す感覚があるところまで差し込んでください。

・強制終了スイッチで電源を切った後、最初にタブレットの電源を入れ
るときには、必ず AC アダプタを接続した状態で電源ボタンを押して  
ください。

・強制終了スイッチを押すと、内蔵の時計がリセットされます。デスク
トップ画面の右下の日付と時刻 「日付と時刻の設定の変更」の順に
タップし、日付と時刻を設定し直してください。

ディスプレイのトラブル

ここまでの確認でトラブルが解決しない場合

次の手順で表示される説明をご覧ください。

1 を押して、スタート画面を表示します。

2「富士通アドバイザー」をタップします。
「富士通アドバイザー」の画面が表示された場合は、内容をよくお読みに
なり、「同意する」をタップします。 
また、「富士通アドバイザーをバックグラウンドで実行しますか?」と表示
された場合は、「許可」をタップします。

3「富士通アドバイザー」の「トラブル解決」をタップします。

インターネットに接続して上記の操作を行うと、表示される内容が最新の状態
に更新されます。

症状 考えられる原因 対処方法

画面に何も表示
されない

「起動・終了時のトラブル」の「画面に何も表示されな
い」の項目をご覧ください（→P.63）。
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「富士通ハードウェア診断ツール」 を使う

Windowsが起動しなくなったときに、このタブレットのハードウェア（CPU、
メモリ、ディスプレイ、フラッシュメモリディスク）に問題がないか診断します。
●「トラブル解決ナビ」から起動できます。
●タブレット本体の電源を切り、あらかじめ周辺機器を取り外しておいてくだ
さい。

●診断したいハードウェアを選択できます。
●診断時間は5～ 20分程度です。

■「富士通ハードウェア診断ツール」で診断する
1「トラブル解決ナビ」を起動し（→ P.69）、「診断ツール」 「富士通ハー

ドウェア診断ツール」の順にタップします。
「富士通ハードウェア診断ツール」ウィンドウと「情報」ウィンドウが表
示されます。

2 表示された注意事項をよく読み、「OK」をタップします。
「情報」ウィンドウが閉じます。

3 診断したいアイコンにチェックが入っていることを確認し、「実行」をタッ
プします。
ハードウェア診断が始まります。 
診断時間は通常5～20分程度ですが、お使いのタブレットの環境によっ
ては、長時間かかる場合があります。

� 診断を取りやめる場合は「キャンセル」をタップしてください。

4「診断結果」ウィンドウに表示された内容を確認します。
■エラーコードが表示された場合
メモなどに控え、お問い合わせのときにサポート担当者にお伝えください。

■問題がない場合
診断後、「タブレットを以前の状態に戻す」（→P.68）に進んでください。

5「診断結果」ウィンドウの「閉じる」をタップします。
「富士通ハードウェア診断ツール」ウィンドウに戻ります。

6「終了」をタップします。
「終了」ウィンドウが表示されます。
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7「はい」をタップします。
「トラブル解決ナビ」ウィンドウに戻ります。

8「終了」「シャットダウン」の順にタップします。
タブレットの電源が切れます。

� Windows が起動しなくなったときは、起動メニューから起動できる「診 
断プログラム」を使用してもハードウェアの障害箇所を診断できます。
診断時間は通常 5 ～ 20 分程度ですが、診断するタブレットの環境に
よっては長時間かかる場合があります。
1. BIOS の設定をご購入時の状態に戻します。
2. タブレット本体に外付けハードディスクなどを接続している場合

は、取り外します。
3. タブレットの電源が入っていたら、電源を切ります。
4. 音量調節ボタン（－）を押しながら、タブレットの電源ボタンを押

し続けます。
5. 起動メニューが表示されたら、ボタンから指を離します。
6. 画面右下にある「Tab」をタップし、「アプリケーションメニュー」

または「Application Menu」に切り替えます。
7. メニューが表示されたら、「診断プログラム」または「Diagnostic

Program」をタップします。
8.「診断プログラムを実行しますか？」または「Do you want to run    

Diagnostic Program?」と表示されたら、「実行」または「Run」 
をタップしてハードウェア診断を開始します。
ハードウェア診断が終了すると、診断結果が表示されます（お使い
の機種によっては、いったんタブレットが再起動した後で診断結果
が表示されます）。

・診断後にエラーコードが表示された場合は、メモしておき、サポート
の窓口に伝えてください。

・トラブルが検出されなかった場合
「再起動」または「Reboot」をタップしてください。

・トラブルが検出された場合
画面に表示された内容をメモなどに控え、お問い合わせのときにサ
ポート担当者にお伝えください。その後、「電源オフ」または「Power
OFF」をタップしてタブレットの電源を切ってください。
困ったときは 67



タブレットを以前の状態に戻す

ハードウェアに問題がなく、マニュアルやインターネットの Q&A でも解決で
きなかった場合は、タブレットが問題なく動作していた時点の状態に戻す、と
いう解決方法があります。
ただし、この解決方法は、今まで作成したCドライブ内のデータや設定がすべ
て削除されてしまうなど、現在お使いの状態に戻すには大変手間がかかります。
本当に必要かどうか再度確認してください。
どうしても必要な場合は、注意事項を必ず確認したうえで行ってください。
このタブレットでは2つのやり方でタブレットを以前の状態に戻すことができ
ます。
●「バックアップナビ」で「パソコンの状態」を復元する
詳しくは、 『取扱説明書＜詳細版＞』の「バックアップ」をご覧ください。
「パソコンの状態」のバックアップを作成している場合、バックアップを作成
した時点に戻すことができます。
バックアップ後に行った設定や作成したデータなどは削除されます。

●ご購入時の状態に戻す
詳しくは、「ご購入時の状態に戻す」（→P.81）をご覧ください。
「パソコンの状態」のバックアップを作成していない場合は、フラッシュメモ
リディスクの「リカバリ領域」のデータを使用し、ご購入時の状態に戻します。
ご購入時の状態に戻るため、再度セットアップが必要です。現在お使いの状
態に戻すには、アプリをインストールしたり、データを復元したりなど大変
手間がかかります。
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「トラブル解決ナビ」 を起動する

■フラッシュメモリディスクから起動する
1 タブレット本体に外付けハードディスクなどを接続している場合は、取り

外します。

2 タブレットの電源が入っていたら、電源を切ります。

3 音量調節ボタン（－）を押しながら、タブレットの電源ボタンを押し続けます。

4 起動メニューが表示されたら、ボタンから指を離します。

� Windowsが起動してしまった場合は、手順2から操作をやり直してくだ
さい。

5 画面右下にある「Tab」をタップし、「アプリケーションメニュー」また
は「Application Menu」に切り替えます。

6 メニューが表示されたら、「トラブル解決ナビ」または「Recovery and 
Utility」をタップします。
「トラブル解決ナビ」ウィンドウが表示されます。

■「トラブル解決ナビ」が起動しない場合の解決方法
「トラブル解決ナビ」が表示されない場合は、次のように対処してください。
●BIOSの設定をご購入時の状態に戻すと解決する場合があります（→P.70）。
●市販のアプリや、Windows の「ディスクの管理」で領域設定を変更してい
る場合は、「全ドライブをご購入時の状態に戻す」を実行してください。
詳しくは、 『取扱説明書＜詳細版＞』の「フラッシュメモリディスクの領
域について」をご覧ください。
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□BIOSの設定をご購入時の状態に戻す

1 タブレット本体に外付けハードディスクなどを接続している場合は、取り
外します。

2 タブレットの電源が入っていたら、電源を切ります。

3 音量調節ボタン（＋）を押しながら、タブレットの電源ボタンを押し続けます。

4 BIOSの画面が表示されたら、ボタンから指を離します。

� Windowsが起動してしまった場合は、手順2から操作をやり直してくだ
さい。

� BIOSの画面が表示されず、Windowsも起動しない場合は、電源ボタン
を10秒以上押して電源を切り、10秒以上待った後、手順3から操作
をやり直してください。

5「終了」または「Exit」メニュー 「標準設定値を読み込む」または「Load
Setup Defaults」の順にタップします。

6「はい」または「Yes」をタップします。

7「変更を保存して終了する」または「Exit Saving Changes」をタップし  
ます。

8「はい」または「Yes」をタップします。

BIOSセットアップについて詳しくは、 『取扱説明書＜詳細版＞』の「BIOS
の設定」をご覧ください。
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富士通の窓口に相談する

ユーザー登録のご案内

■ユーザー登録とは
ご購入されたタブレットとお客様の情報を、富士通に登録していただくことで
す（入会費・年会費無料）。
ユーザー登録をすると、1 年間の無料電話相談などの手厚いサポートや専用の
充実したサービスをご利用いただけます。

� ご登録いただける住所は、日本国内のみとなります。

■ユーザー登録をする
ここではインターネットでユーザー登録する方法を説明します。操作できない
場合など、ユーザー登録に関するお問い合わせは、「お問い合わせ窓口のご紹
介」（→P.73）の「電話で相談する」をご覧ください。

□必要なものを用意してください
●保証書
製品の情報を確認するときに必要になります。
登録後も大切に保管してください。
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� 保証開始日に初めて電源を入れた日を記入してください。
保証開始日は「パソコンの情報」から確認できます。スタート画面でまっ
すぐ上にスライドし、「サポートツール」の「パソコンの情報」をタップ
してください。

●筆記用具
ユーザー登録時に発行されるユーザー登録番号などを本マニュアルに控えて
いただくときに必要になります。

□ユーザー登録方法
セットアップ後に表示された「はじめに行う設定」の「ユーザー登録を表示」
のリンクをタップすると、インターネットのユーザー登録専用ホームページが
表示されます。

1 画面上の説明をお読みになり、手続きを行ってください。
ユーザー登録時に発行されるユーザー登録番号などを、次の欄に記入し
て、大切に保管してください。 
記入後は第三者に漏れないよう注意してください。

� ユーザー登録専用ホームページを表示するにはインターネットに接続す
る必要があります。

� ユーザー登録にはメールアドレスが必要です。
� スタート画面で「富士通パソコンユーザー登録」をタップ
してもユーザー登録専用ホームページを表示することがで
きます。
72 困ったときは



サポート＆サービス紹介

富士通のタブレットをより楽しく快適に利用いただくために、インターネット
上のサポートページやサービスをご用意しております。

■お問い合わせ窓口のご紹介
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□ご利用料金とお支払いについて
●ご利用料金
・タブレット本体に初めて電源を入れた日（保証開始日）から、1年間無料で
ご利用いただけます。［注］

・2年目以降 
お問い合わせ1件あたり2,060円（税込）

� お問い合わせ1件は、お電話の回数ではなく、技術相談1項目ごとに1件
と扱います。同じご相談内容であれば次回お問い合わせいただく際、料
金は加算いたしません。（ただし14日以内に限ります）

●お支払い方法
お支払い方法は、音声ガイダンスに従って、次のいずれかを選択してください。

□お問い合わせ前に確認してください
●「サポートページ」（http://azby.fmworld.net/support/）で解決方法を確
認しましたか？
知りたい情報やトラブル解決方法をお調べいただけます。

●ユーザー登録はしましたか？
電話サポートの利用にはユーザー登録が必要です。ユーザー登録方法は「ユー
ザー登録のご案内」（→P.71）をご覧ください。

注：Refreshed PCに関する電話による技術サポートに関しては、1年目もお問い合 
わせ1件あたり2,060円（税込）となります。 
また、受付時間は月～金曜日（祝日を除く）9時～17時となります。

※ My CloudカードまたはAzbyClubカードでお支払いの場合は、1,540円/件（税 
込）でご利用いただけます。My CloudカードおよびAzbyClubカードについて詳 
しくは、（http://azby.fmworld.net/members/mycloudcard/）をご覧ください。

※ プレミアムサービスに利用登録されているお客様のご利用料金につきましては、
プレミアムサービスの専用ホームページにてご案内いたします。

クレジット 
カード支払い

音声ガイダンスで、クレジットカード番号、有効期限の入
力をお願いします。

コンビニ振込 コンビニ振込をご利用の場合は、手数料が別途210円かか
ります。
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●アプリのお問い合わせ先を確認しましたか？
各アプリ提供会社のお問い合わせ先は、「メールや Office で困ったときは」
（→P.60）および「ウイルス対策アプリなどで困ったときは」（→P.61）を
ご覧ください。

●お使いのタブレットをお手元にご用意いただいていますか？
お電話中に操作を行っていただく場合がございますので、お手元にご用意く
ださい。

●データのバックアップはしましたか？
大切なデータの予備を保存しておくと、安心です。
バックアップ方法については、 『取扱説明書＜詳細版＞』の「バックアッ
プ」をご覧ください。

■修理を申し込む前の準備
●故障かどうかをもう一度ご確認ください
タブレットのトラブルは、設定の誤りなど、故障以外が原因のこともありま
す。実際に「故障や修理に関する受付窓口」へのお電話の半数以上は、タブ
レットの故障ではなく、設定を変更することで問題が解決しています。
「ネットで故障診断」（http://azby.fmworld.net/webpcrepair/）で、本当
にタブレットが故障しているか確認してください。

●修理規定をご確認ください
お申し込み前に必ず「富士通パーソナルコンピュータ修理規定」（→ P.98）
を確認のうえ、同意をお願いします。

●修理料金の目安を確認できます
ホームページで概算修理料金をご覧ください。
http://azby.fmworld.net/support/repair/syuribin/charge.html

●保証書をお手元にご用意ください
保証期間は、初めてタブレット本体の電源を入れた日（保証開始日）から1
年間となります。保証期間内は無料で修理させていただきます。
ただし、保証期間内でも有料となる場合があります。詳しくは、保証書裏面
「無料修理規定」を確認してください。

� 保証開始日は「パソコンの情報」から確認できます。スタート画面でまっ
すぐ上にスライドし、「サポートツール」の「パソコンの情報」をタップ
してください。
76 困ったときは

http://azby.fmworld.net/webpcrepair/
http://azby.fmworld.net/support/repair/syuribin/charge.html


●故障品をお手元にご用意ください
お申し込み時に操作いただく場合があるため、お手元に故障品をご用意くだ
さい。

●データのバックアップをおとりください
修理前の診断作業および修理の結果、記憶装置（フラッシュメモリディスク
など）内に記録されたお客様データが消失する場合があります。弊社ではい
かなる作業においても、お客様のデータの保証はいたしかねるため、大切な
データは必ずお客様自身でmicroSDカードにバックアップしてください。
バックアップの方法については、 『取扱説明書＜詳細版＞』の「バック
アップ」をご覧ください。
また、タブレットの故障などによりお客様がバックアップできない場合には、
「PCデータ復旧サービス」（有料）もご利用いただけます。

■修理の申し込み
タブレットの修理は、ホームページまたは電話でお申し込みください。

□ホームページで申し込む （ネットで故障診断）
「ネットで故障診断」では、タブレットが故障しているかどうかを調べることが
できます。
故障と診断された場合は、ホームページから修理を申し込むことができます。

http://azby.fmworld.net/datarescue/

http://azby.fmworld.net/webpcrepair/
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□電話で申し込む
「お問い合わせ窓口のご紹介」（→P.73）の「修理受付はこちら」をご覧ください。

� 修理のために交換した故障部品は返却しません。あらかじめご了承くだ
さい。

� 修理のお申し込みの際は、お客様の名前や電話番号をお伺いいたします。
お客様の個人情報の取り扱いについては「富士通パーソナルコンピュータ
修理規定」（→P.98）の第13条（個人情報の取り扱い）をご覧ください。

■お引き取りとお届け（パソコン修理便）
弊社指定の宅配業者がご自宅へタブレットを引き取りに伺います。 
引き取りから修理・お届けまで約7日間です（土・日・祝日を含む）。［注］

□お引き取り日時について
お引き取りは、修理受付の翌日以降、弊社設定の時間帯（9:00～ 21:00［注］）
で指定できます。

□お引き取りについて
宅配業者が指定日時にご自宅へ伺います。
梱包は宅配業者が行いますので、故障品は梱包せずに玄関先にご準備ください。

� 次の各種パスワードは事前に解除してください。確認のために修理作業
が中断し、修理に時間がかかる場合があります。
・BIOSパスワード
・ハードディスクパスワード

●保証書を用意してください（保証期間中の場合）。宅配業者が故障品といっ
しょに梱包いたします。

●宅配業者がお渡しする「お預かり伝票」を大切に保管してください。
●引き取り後のキャンセルについては、診断料を申し受けます。あらかじめご
了承ください。

注： 修理の内容によっては、日数を要する場合があります。また、離島の場合は船便の
ための日数がかかります。

注： 地域により異なります。お申し込み時にご確認ください。また、交通事情などによ
り指定日時にお伺いできない場合があります。
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●「修理状況確認サービス」
（http://azby.fmworld.net/support/pcrepair/）で携帯電話やスマート
フォン、タブレットのメールアドレスをご登録ください。故障品の当社への
到着、お見積もり発行時の連絡、修理完了品の発送、お届け予定日などをメー
ルでお知らせします。

□お届けとお支払いについて
修理完了品を玄関先までお届けします。有料の場合は代金引換払いとなります
ので、宅配業者に現金でお支払いください。
●修理料金について
・保証期間内（保証開始日より1年間）：無料（保証書記載の「無料修理規定」
による）

・保証期間外：有料（修理にかかる部品代、技術料等）
※ 交通事情などにより、ご指定の日時にお伺いできない場合があります。

■修理状況の確認
ホームページや電話で、修理状況を確認できます。

□ホームページで確認する （修理状況確認サービス）
タブレット、スマートフォン、携帯電話（iモード、Ezweb、Yahoo! ケータイ）
で「お預かり伝票」の「修理お問合せ番号」（8 桁の番号）を入力して、修理状
況を確認できます。

※ 携帯電話、スマートフォンの操作方法については、お使いの機種のメーカーにお問い
合わせください。

http://azby.fmworld.net/support/pcrepair/
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□電話で確認する
音声ガイダンスに従ってダイヤルを押してください。 
「お預かり伝票」の「修理お問合せ番号」（8 桁の番号）と、修理お申し込み時
にご登録されたお電話番号を入力してください。

※ システムメンテナンスのため、サポートを休止させていただく場合があります。
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ご購入時の状態に戻す

ご購入時の状態に戻すリカバリとは

リカバリとは、タブレットを以前の状態に戻す操作です。 
「よくあるトラブルと解決方法」（→ P.62）と「富士通アドバイザー」のトラ
ブル解決をご覧になり、すべて対処しても解決しなかった場合のみ行います。 
ここではCドライブをご購入時の状態に戻すリカバリについて説明します。

●ご購入時の状態に戻すリカバリの仕組み
Cドライブをご購入時の状態に戻すリカバリは、フラッシュメモリディスク
の「リカバリ領域」という場所に保存されているデータを使用します。
「リカバリ領域」のデータでCドライブをまるごと上書きします。
●現在のCドライブのデータについて
Cドライブをまるごとご購入時の状態にするため、今まで作成したCドライ
ブ内のデータや設定がすべて削除されてしまいます。そのためリカバリ後に
は、セットアップを行ったり、必要に応じてアプリをインストールしたり、
現在お使いの状態に戻すには大変手間がかかります。

� リカバリする場合は必ず、バックアップをとってください。
� リカバリ領域が破損してしまったなどの場合、ご購入時の状態に戻すに
は、「リカバリディスクセット」を購入する必要があります。詳しくは
「ディスクが必要な場合」（→P.83）をご覧ください。
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ご購入時の状態に戻すリカバリの準備

ご購入時の状態に戻すリカバリの注意

■必ずバックアップをとってください
リカバリを行うと、Cドライブのデータはすべて削除されます。 
必要なデータはバックアップしてください。
●Windows が起動できるときは、 『取扱説明書＜詳細版＞』の「バック
アップ」をご覧ください。

■必ずタブレット本体にACアダプタを接続して本体のみでリカバリを
行ってください

■外付けハードディスクやUSBメモリは必ず取り外してください
リカバリを行う前に必ず取り外してください。接続したまま操作を続けると、
大切なデータを壊してしまう可能性があります。

■周辺機器（プリンター、デジタルカメラ、スキャナーなどの装置、
HDMI入力／出力端子、USBコネクタに接続しているすべての周辺
機器）は取り外してください

接続したままだとマニュアルに記載されている手順と異なってしまう場合があ
ります。

■メモリーカードは取り出してください
メモリーカードをセットしていると、マニュアルに記載されている手順と異
なってしまう場合があります。

■ファイルコピー中は他の操作をしないでください
むやみにタップせず、しばらくお待ちください。他の操作をすると、リカバリ
が正常に終了しない場合があります。

■時間に余裕をもって作業しましょう
リカバリ実行からアプリのインストール終了まで、早く終了する機種でも2～
3時間はかかります。 
半日以上は時間をとり、じっくりと作業することをお勧めします。
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作業中に起こる可能性のあるトラブルの解決方法

■画面が真っ暗になった
画面が真っ暗になった場合は、省電力機能が働いた可能性があります。
Windowsボタン（ ）を押してください。
それでも復帰しない場合は、電源ボタンをポチッと押してください。

■電源が切れない
電源ボタンを10秒以上押して電源を切ってください。

ディスクが必要な場合

●リカバリ領域が破損してしまったなどの場合、「リカバリディスクセット」が
必要です
弊社のホームページから購入してください。
「リカバリディスク有償サービス」
http://azby.fmworld.net/support/attachdisk/
・「リカバリディスクセット」を使い、タブレットをご購入時の状態に戻す場
合は、フラッシュメモリディスク全体をリカバリします。このとき、別売の
ポータブルCD/DVDドライブとUSB変換アダプタも必要です。詳しくは

『取扱説明書＜詳細版＞』の「フラッシュメモリディスクの領域につい
て」の「リカバリ領域を復元する」をご覧ください。
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ご購入時の状態に戻すリカバリを実行する

準備ができたらリカバリを実行します。フラッシュメモリディスクのCドライ
ブの内容がいったんすべて消去され、リカバリ領域からWindowsやアプリが
インストールされてご購入時の状態に戻ります。

Cドライブを初期状態に戻す

1「トラブル解決ナビ」を起動します。
「「トラブル解決ナビ」を起動する」（→P.69）をご覧ください。

2「リカバリ」をタップします。

（これ以降の画面は機種や状況により異なります。）
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3「Cドライブのみリカバリ」をタップします。

4「次へ」をタップします。
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5「ご使用上の注意」の内容を確認し、次の画面の操作をします。

①「ご使用上の注意」を下までスクロールして確認します。 
「同意する」が選択できるようになります。
②「同意する」をタップして にします。
③「次へ」をタップします。

6 警告画面で、「OK」をタップします。

復元の進行状況を示す画面が表示され、ご購入時の状態に戻すリカバリが
始まります。
リカバリ途中で計算し直しているため、終了までのパーセンテージは正確
に表示されない場合や増える場合があります。

7 そのまましばらくお待ちください。
しばらくすると、「ディスクの復元が完了しました。」と表示されます。

8「完了」をタップします。
タブレットの電源が自動的に切れます。

2

3

1
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Windowsのセットアップをする

これでWindowsがご購入時の状態に戻りました。この後、ご購入後初めて電
源を入れたときと同じように、Windowsのセットアップが必要です。「セット
アップする」（→P.30）をご覧になり、セットアップしてください。
なお、電源は30秒以上待ってから入れてください。

■セットアップ時の注意事項
●ユーザー登録は再度行う必要はありません。
●すでに Microsoft アカウントを取得されているため、「Windows のセット  
アップをする」の手順 11ではMicrosoft アカウントを入力し、「次へ」を
タップしてください。その後は画面の指示に従って操作してください。
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インターネットに接続せずにセットアップしたと
きは

ここでは、セットアップ中にインターネットに接続しなかった場合、どのようにセッ
トアップを完了したら良いか説明します。操作の流れは次のようになります。

1 Windows セットアップ時にローカルアカウントを取得する（→P.89）
2 インターネットに接続する（→P.90）
3 Microsoft アカウントに切り替える（→P.94）
4 Windows を終了する
「Windows のセットアップをする」手順18（→ P.53）

5 タブレットを快適にお使いいただくための準備をする（→P.54）



Windowsセットアップ時にローカルアカウントを取得する

「Windows のセットアップをする」の手順11で次のような画面が表示された場合
の操作方法です。

①「ユーザー名」を入力します。
・「Windows のセットアップをする」の手順 7 で入力した PC 名と同じ名 
前は入力できません。

・12文字以内の半角英数字（a～ z、A～ Z、0～ 9）でお好きな名前を入
力してください。

②「パスワード」を入力します。
12文字以内の半角英数字（a～ z、A～ Z、0～ 9）でお好きなパスワード
を入力してください。

③ ②で入力したものと同じものを入力します。
④ 自分だけがパスワードを思い出せるようなヒントを入力してください。かな

も漢字も使用できます。
⑤「完了」をタップします。

Windows のセットアップが完了しました。
スタート画面が表示されるまでお待ちください。

1

2

3

4

5
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インターネットに接続する

このタブレットをお使いになるときは、無線 LAN でインターネットに接続してく
ださい。
インターネットの設定方法については、ご契約のプロバイダーの指示に従ってくだ
さい。

� データ通信カードやアダプター、モバイルWi-Fiルーターなどのデータ通信
機器をお使いになりインターネットに接続する場合、設定および使用方法に
ついては、データ通信機器に添付のマニュアルをご覧ください。

� データ通信機器に関しては、ご契約のデータ通信サービス会社にお問い
合わせください。

� 別売のLAN変換ケーブルを使用すると、有線LANでもインターネット
に接続できます。ただし、Microsoft アカウントに切り替えるときには
（→ P.94）、ACアダプターの接続をお勧めします。ACアダプターを接
続するとLAN変換ケーブルは使用できなくなるので、無線LANでイン
ターネットに接続してください。

■無線LANでインターネットに接続する
ここでは、無線 LANアクセスポイントと内蔵無線 LANを使って、無線 LANでイ
ンターネットに接続する方法を説明します。

別売の無線LANアクセスポイントを用意し、インターネットに接続する設定を行っ
てください。設定方法は、無線LANアクセスポイントのマニュアルをご覧ください。

� 無線LANアクセスポイントは、セキュリティの設定をしてお使いになること
をお勧めします。
セキュリティの設定をしないと、通信内容を傍受されたり、ネットワークに侵
入されたりする危険があります。

Step1 無線 LANアクセスポイントを設定する
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無線 LANアクセスポイントに設定した情報を、次の欄に記入してください。 
記入後は第三者に漏れないよう注意してください。

Windows 8.1 の標準機能を使って無線 LANの設定を行う方法を説明します。
1 無線 LANアクセスポイントの電源が入っていることを確認します。

無線 LAN アクセスポイントの電源の入れ方については、無線 LAN アクセスポ
イントに添付されているマニュアルをご覧ください。

2 画面右端の外から中へスワイプして「チャーム」を表示し、 （設定）をタップ
します。

『Windows 8.1 基本操作クイックガイド』
3 「設定チャーム」で「利用可能」アイコンをタップします。

Step2 タブレットの設定をする

（これ以降の画面は機種や状況により異なります）
付録 91



4 次の画面の操作をします。

①「Wi-Fi」がオフになっていたら、 （オフ）をタップして （オン）にし
ます。

② Step1 で記入した無線LANアクセスポイントのネットワーク名（SSID）を
タップします。

③「自動的に接続する」の をタップして にします。
④「接続」をタップします。

5 次の画面の操作をします。

① Step1 で記入した無線LANアクセスポイントのパスワードを入力します。 
「ルーターのボタンを押しても接続できます。」と表示されていたら、無線LAN
アクセスポイント（ルーター）のボタンを押して接続できる場合があります。 
詳しくは、無線 LANアクセスポイントのマニュアルをご覧ください。

②「次へ」をタップします。

2

3

4

1

1

2
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6 正しく設定できたか確認します。
正しく設定できると、「接続済み」と表示されます。

�「接続済み」と表示されなかった場合は、もう一度、Step1 で記入した無
線 LAN アクセスポイントの設定情報と、手順5で入力したパスワードを確  
認してください。

� 無線 LAN アクセスポイントで設定した内容と同じ情報をタブレットに設定
しないと、ネットワークに接続できません。無線LANアクセスポイントの設
定がわからない場合は、無線LANアクセスポイントのマニュアルをご覧くだ
さい。

� プロバイダーから提供されるインターネット接続に必要な情報が正しく設
定されているか確認してください。設定する情報がわからない場合は、ご契
約のプロバイダーにお問い合わせください。

これで無線 LANを使ったインターネット接続は完了です。
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Microsoft アカウントに切り替える

Windows 8.1 ではMicrosoft アカウントでサインインすることで、様々な機能や 
サービスを快適に利用できます。インターネットに接続したら、ローカルアカウン
トをMicrosoft アカウントに切り替えてください。
Microsoft アカウントに切り替える方法については、サポートページからQ&Aナ
ンバー「8209-9156」を検索してご覧ください。

この後は、「Windowsのセットアップをする」の手順18、および「タブレット
を快適にお使いいただくための準備をする」（→P.54）を行ってください。

このPCで本人確認を行う

Microsoft アカウントに切り替えた後など、このタブレットを快適にお使いに
なるために、本人確認を行う必要がある場合があります。

1「チャーム」を表示し、 （設定）をタップします。
『Windows 8.1 基本操作クイックガイド』

2「設定チャーム」で「PC 設定の変更」をタップし、「アカウント」をタップ
します。

3 ① 「お使いのアカウント」をタップし、② 「情報の追加」または「確認する」  
と表示されている場合は、本人確認を行う必要があります。
タップし、その後は画面の指示に従って操作してください。

1

2

94 付録



インターネットを安心してお使いいただくために

青少年によるインターネット上の有害サイトへのアクセス
防止について

インターネットの発展によって、世界中の人とメールのやりとりをしたり、個人や
企業が提供しているインターネット上のサイトを活用したりすることが容易になっ
ており、それに伴い、青少年の教育にもインターネットの利用は欠かせなくなって
います。しかしながら、インターネットには違法情報や有害な情報などを掲載した
好ましくないサイトも存在しています。
特に、下記のようなインターネット上のサイトでは、情報入手の容易化や機会遭遇
の増大などによって、青少年の健全な発育を阻害し、犯罪や財産権侵害、人権侵害
などの社会問題の発生を助長していると見られています。
・アダルトサイト（ポルノ画像や風俗情報）
・他人の悪口や誹謗中傷を載せたサイト
・出会い系サイト・犯罪を助長するようなサイト
・暴力残虐画像を集めたサイト
・毒物や麻薬情報を載せたサイト
サイトの内容が青少年にとっていかに有害であっても、他人のサイトの公開を止め
させることはできません。情報を発信する人の表現の自由を奪うことになるからで
す。また、日本では非合法であっても、海外に存在しその国では合法のサイトもあ
り、それらの公開を止めさせることはできません。
有害なインターネット上のサイトを青少年に見せないようにするための技術が、
「フィルタリング」といわれるものです。フィルタリングは、情報発信者の表現の自
由を尊重しつつ、情報受信側で有害サイトの閲覧を制御する技術です。100%万全
ではありませんが、多くの有害サイトへのアクセスを自動的に制限できる有効な手
段です。特に青少年のお子様がいらっしゃるご家庭では、「フィルタリング」を活用
されることをお勧めします。
「フィルタリング」を利用するためには、一般に下記の2つの方法があります。
「フィルタリング」はお客様個人の責任でご利用ください。
・タブレットにフィルタリングの機能をもつアプリをインストールする
・インターネット事業者のフィルタリングサービスを利用する
これらのアプリのインストール方法やご利用方法については、それぞれのアプリの
説明書またはヘルプをご確認ください。
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なお、アプリやサービスによっては、「フィルタリング」機能を「有害サイトブロッ
ク」、「有害サイト遮断」、「Webフィルタ」、「インターネット利用管理」などと表現
している場合があります。あらかじめ機能をご確認のうえ、ご利用されることをお
勧めします。

［参考情報］
・社団法人電子情報技術産業協会のユーザー向け啓発資料「パソコン・サポートと
つきあう方法」

・デジタルアーツ株式会社（i -フィルター ® 6.0 提供会社）
「フィルタリングとは - 家庭向けケーススタディー」

■「i - フィルター ® 6.0」について
このタブレットには、フィルタリング機能をもつ「i - フィルター® 6.0」が用意され  
ています。使い方については、 『取扱説明書＜詳細版＞』の「「i - フィルター ® 

6.0」を使う」をご覧ください。

タブレットの電源を完全に切る

日常的なタブレットの使用では、この方法で電源を切る必要はありません。

� 次のような場合は、ここで説明している手順でタブレットの電源を切ってく
ださい。
・トラブル解決ナビを起動する
・BIOSセットアップを起動する
上記以外にも、操作前にタブレットの電源を完全に切る必要のある場合があり
ます。 
詳しくは、 『取扱説明書＜詳細版＞』の「Windows を終了する」をご覧く
ださい。

1 画面右端の外から中へスワイプして「チャーム」を表示し、 （設定）をタップ
します。

『Windows 8.1 基本操作クイックガイド』
2 「PC設定の変更」をタップします。
3 画面左側のメニューで「保守と管理」をタップします。
4 画面左側のメニューで「回復」をタップします。
5 画面右側のメニューで「今すぐ再起動する」をタップします。
6「オプションの選択」画面が表示されたら、「PCの電源を切る」をタップします。
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廃棄・リサイクルのご案内

■個人のお客様へ
PC リサイクル対象外であり、一般廃棄物の扱いとなりますので、地方自治体の廃
棄処理に関連する条例または規則に従ってください。

■法人・企業のお客様へ
弊社ではお客様から排出される機器を回収リサイクル（有償）し、リチウムイオン電
池など資源の有効活用に積極的に取り組んでいます。詳細は当社ホームページ「事業
系 IT 製品リサイクルサービス」（http://fenics.fujitsu.com/outsourcingservice/
lcm/recycle/）をご覧ください。

タブレットの廃棄・譲渡時のフラッシュメモリディスク上
のデータ消去に関するご注意

� フラッシュメモリディスク上のデータを消去した場合、ご購入時の状態に
戻すには、「リカバリディスクセット」を購入する必要があります。詳し
くは「ディスクが必要な場合」（→P.83）をご覧ください。

タブレットを廃棄あるいは譲渡する際、フラッシュメモリディスクに記録されたお
客様のデータが流出して、再利用される可能性があり、結果的にデータが流出して
しまうことがあります。
原因として、タブレットのフラッシュメモリディスクに記録されたデータは、削除
したり、フラッシュメモリディスクを再フォーマットしたりしても、データが消え
たように見えるだけで、特殊なソフトウェアを利用することで、読み取ることがで
きるからです。
また、フラッシュメモリディスク上のソフトウェアを削除することなくタブレット
を譲渡すると、ソフトウェアライセンス使用許諾契約に抵触する場合もあります。
そのため、タブレットを廃棄あるいは譲渡する際は、フラッシュメモリディスク上
のデータが第三者に流出することがないよう全データの消去の対策をお願いいたし
ます。対策として、専用ソフトウェアやサービス（有償）のご利用をお勧めいたし
ます。
詳しくは、サポートページの「パソコン廃棄、譲渡前の常識！データを消去しよう」
（http://azby.fmworld.net/usage/special/erasedata/）をご覧ください。
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■ハードディスクデータ消去
タブレットの廃棄・譲渡時のデータ流出というトラブルを回避する安全策の1つと
して、専用ソフトウェア「ハードディスクデータ消去」が添付されています。
「ハードディスクデータ消去」は、WindowsなどのOSによるファイル削除やフォー
マットと違い、フラッシュメモリディスクの全領域について、元あったデータに固
定パターンを上書きするため、データが復元されにくくなります。
「ハードディスクデータ消去」の使用方法については、サポートページからQ&Aナ
ンバー「6604-6237」を検索してご覧ください。

富士通パーソナルコンピュータ修理規定

第1条（本規定の適用）
1. 富士通株式会社（以下「富士通」といいます）は、お客様が富士通の「故障や修理に関する受付窓

口」にて修理の依頼をされた場合、または富士通の専用ホームページ「http://azby.fmworld.net/
support/repair/index.html」（以下「専用ホームページ」といいます）にて修理の依頼をされた場
合、本規定に定める条件により修理を行います。なお、お客様が日本国外から修理の依頼をされる
場合および販売店または販売会社経由で修理の依頼をされる場合は、本規定は適用されないものと
します。

2. 前項に基づき富士通が本規定に定める条件により修理を行う場合は、本規定の内容が、次条に定
める対象機器に同梱されている保証書（以下「保証書」といいます）裏面の無料修理規定（以下
「無料修理規定」といいます）の内容に優先して適用されるものとします。なお、本規定に定めの
ない事項については、無料修理規定の内容が有効に適用されるものとします。

第2条（対象機器）
本規定に基づく修理の対象となる機器（以下「対象機器」といいます）は、お客様が日本国内において
購入された日本国内向け富士通製パーソナルコンピュータ（詳細は本規定末尾記載、以下同じ）および
当該日本国内向け富士通製パーソナルコンピュータ用の富士通製周辺機器（ただしプリンタは除きます）
とします。
第3条（修理の形態）
1. 富士通は、お客様より対象機器の修理をご依頼いただいた場合、現象や使用状況等を伺いながら

簡単な切り分け診断を行い、修理の必要があると富士通が判断した場合に、次のいずれかの形態
により修理を行います。ただし、対象機器の機種または離島等の一部地域等、修理の形態が限定
される場合があるものとします。

(1) 引取修理（パソコン修理便）
お客様のご自宅から故障した対象機器を引き取り、修理完了後ご自宅までお届けします。

(2) 訪問修理
訪問修理が可能な製品について、お客様が訪問修理を希望された場合は、富士通指定の修理サー
ビス会社の担当者がお客様のご自宅を訪問し、修理作業を行います。なお、訪問料は、保証書で
特に無料と定められている場合を除き、保証期間の内外を問わず、別途有料となります。また、離
島の一部地域では、訪問料とは別に訪問に要する実費（フェリー代、宿泊代等）をお客様にご負
担いただく場合があります。

最新版はホームページに掲載しています。
http://azby.fmworld.net/support/repair/syurikitei/
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2. 前項にかかわらず、当該切り分け診断の結果、故障の原因が外付けキーボード、マウス、ACアダ
プタにあると富士通が判断した場合は、富士通は、原因部品の良品をお客様のご自宅に送付いた
します。なお、故障部品については、お客様から富士通に送付していただきます。

第4条（保証期間内の修理）
1. 保証期間内に、取扱説明書、対象機器添付ラベル等の注意書きに従った正常な使用状態で対象機

器が故障した場合には、富士通は、無料修理規定に従い、無料で修理を行います。
2. 前項にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場合は、保証期間内であっても有料修理とな 

ります。
(1) 保証書が対象機器に添付されていない場合
(2) 保証書に必要事項の記入がない場合、または字句を書き替えられた場合、その他事実と異なる記

載がされていた場合
(3) ご使用上の誤り（水などの液体こぼれ、水没、落下等）、または改造、誤接続や誤挿入による故障・

損傷の場合
(4) 火災、地震、水害、落雷その他の天災地変、公害、塩害、ガス害（硫化ガス等）、異常電圧や指定

外の電源使用による故障・損傷の場合
(5) 富士通指定の有寿命部品、消耗品（バッテリ、乾電池等）または定期交換部品の自然消耗、磨耗、

劣化等により部品の交換が必要となった場合
(6) 接続している他の機器、非純正品、不適当な消耗品またはメディアのご使用に起因して対象機器

に生じた故障・損傷の場合
(7) お買い上げ後の輸送や移動または落下等、お客様における不適当なお取り扱いにより生じた故障・

損傷の場合
(8) 対象機器のハードウェア部分に起因しない不具合（例：対象機器にプレインストールまたは添付

されたソフトウェア製品に起因する不具合、ウイルス感染による不具合等をいい、以下同じとし
ます）の場合

(9) お客様が設定されたパスワードの忘却やお客様が施錠された鍵の紛失により、メインボード、本
体カバーその他の部品の交換が必要になった場合

(10) お客様のご使用環境や維持・管理方法に起因して生じた故障・損傷の場合（例：埃、錆、カビ、
虫・小動物の侵入および糞尿による故障等）

3. 第 1 項にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場合は、保証期間内であっても、別途それ
ぞれの料金が発生するものとします。

(1) 第 3条第 1項第 (2)号に基づき訪問料が発生した場合は、当該訪問料
(2) 対象機器のハードウェア部分に起因しない不具合で、ソフトウェアの再インストールにより復旧

する場合であって、お客様が当該再インストールを希望された場合は、ソフトウェア再インストー
ル料

第5条（保証期間外の修理）
1. お客様による修理のご依頼が保証期間外の場合、富士通は、有料で修理を行います。
2. 次の各号のいずれかに該当する場合は、修理料金の他にそれぞれの料金が発生するものとします。
(1) 第 3条第 1項第 (2)号に基づき訪問料が発生した場合は、当該訪問料
(2) ハードウェア部分に起因する故障ではなく、ソフトウェアの再インストールで復旧する場合で、お

客様が当該再インストールを希望された場合は、ソフト再インストール料
3. お客様による修理のご依頼が保証期間外の引取修理の場合であって、お客様に伺った故障の現象

が確認できず、修理の必要がないと富士通が判断した場合は、その診断作業に対して診断料が発
生するものとします。また、対象機器お預かり後にお客様が修理のご依頼をキャンセルされた場
合（第6条第2項および第3項に定める場合を含みます）であっても、診断料が発生するものと
します。

4. お客様による修理のご依頼が保証期間外の訪問修理の場合であって、富士通指定の修理サービス
会社の担当者が、訪問先でお客様に伺った故障の現象が確認できず、修理の必要がないと判断し
た場合は、当該診断作業に対して訪問料と診断料が発生するものとします。また、担当者がお客
様ご指定の場所に訪問し、修理作業に入る前に修理のご依頼をキャンセルされた場合は、訪問料
が発生するものとします。
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第6条（修理料金の見積もり）
1. 修理が有料修理の場合であって、お客様が修理のご依頼時に修理料金の見積もりを希望された場

合、富士通は、引取修理の場合は対象機器のお預かり後に診断作業を行い、見積金額をお知らせ
するものとし、訪問修理の場合は訪問前にお客様から現象や使用環境等お伺いした内容に基づき
診断を行い、概算の見積金額をお知らせするものとします。富士通もしくは富士通指定の修理サー
ビス会社の担当者は、当該見積金額での修理について、お客様にご了承いただいたうえで、修理
を行います。ただし、お客様から修理のご依頼時に修理料金の上限金額をご提示いただいた場合
であって、修理料金が上限金額を超えない場合は、お客様にご了承いただいたものとして見積提
示なしに修理を行います。

2. 前項のうち引取修理の場合であって、お客様に見積金額をお知らせした日から1か月を超えても、
お客様から見積もりに対するご回答がなかった場合は、お客様が修理のご依頼をキャンセルされ
たものとし、富士通は、修理を実施せずに、お預かりした対象機器をお客様に返却いたします。

3. 第 1項のうち引取修理の場合であって、修理の過程において新たな故障の原因が判明した場合等、
お客様に見積金額をお知らせした後に当該金額を変更する必要が生じた場合には、富士通は、再
度見積金額をお知らせするものとし、当該再見積もり後の金額での修理についてお客様にご了承
いただいたうえで、修理を継続いたします。なお、当該再見積もり後の金額での修理についてお
客様にご了承いただけなかった場合は、お客様が修理のご依頼をキャンセルされたものとし、富
士通は、修理を中止し、お預かりした対象機器をお客様に返却いたします。

第7条（修理料金等の支払い方法）
第4条または第5条に基づき発生した修理料金等については、お預かりした対象機器の返却時に現金に
てお支払いいただきます。
第8条（修理期間）
引取修理の場合、富士通は、対象機器のお預かりから、修理完了後の対象機器のご自宅へのお届けまで、
原則として 7日間で対応いたします。ただし、次の各号のいずれかに該当する場合は、7日間を超える
場合があるものとします。
(1) お客様から伺った故障の現象が確認できず、修理箇所の特定ができない場合
(2) 引取修理の場合であって、引き取り先が離島の場合
(3) 有料修理の場合であって、お客様が修理料金の見積もりを希望された場合
(4) お客様のご都合により、修理完了後の対象機器の返却日に日程変更等が生じた場合
(5) 天災地変、戦争、暴動、内乱、輸送機関の事故、労働争議その他不可抗力の事由が生じた場合
(6) 第 12条第 1項に定める補修用性能部品が在庫切れの場合
第9条（修理品の保管期間）
引取修理の場合であって、修理完了後にお客様に修理の完了および返却日をお知らせしているにもかか
わらず修理後の対象機器をお受け取りいただけない場合、または対象機器お預かり後にお客様が修理の
ご依頼をキャンセルされたにもかかわらず当該対象機器をお引き取りいただけない場合は、富士通は、対
象機器をお預かりした日から６か月間の保管期間の経過をもって、お客様が当該対象機器の所有権を放
棄されたものとみなし、当該対象機器を自由に処分できるものとします。この場合、富士通はお客様に
対し、当該保管に要した費用および当該処分に要する費用を請求できるものとし、また、保証期間外の
修理の場合は、別途修理料金または診断料を請求できるものとします。
第10条（故障部品の取り扱い）
修理を行うために対象機器から取り外した故障部品については、お客様はその所有権を放棄するものと
し、富士通は、当該故障部品をお客様に返却しないものとします。なお、当該故障部品は、環境への配
慮から再調整後検査し、富士通の品質保証された補修用性能部品として再利用する場合があります。
第11条（修理ご依頼時の注意事項）
お客様は、修理をご依頼されるにあたり、あらかじめ以下の事項についてご了承いただくものとします。
(1) お客様が保証期間内に修理をご依頼される場合は、必ず対象機器に同梱されている保証書を対象

機器に添付いただくものとします。
(2) お客様が修理をご依頼された対象機器の記憶装置（ハードディスク等）に記憶されたデータ、プ

ログラムおよび設定内容（以下総称して「データ等」といいます）につきましては、富士通では
一切保証いたしません。お客様は、修理をご依頼される前に、お客様の責任においてバックアッ
プをとっていただくものとします。（日頃から随時バックアップをとられることをお勧めいたしま
す。）　なお、修理および修理前の診断作業の過程で、データ等が変化・消去される場合がありま
す。お客様が修理をキャンセルされた場合（第 6 条に定める場合を含みます）でも、当該キャン
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セルの時点で既に富士通が修理前の診断作業を実施していた場合は、当該作業の過程でデータ等
が変化・消去されている場合があります。

(3) 富士通は、修理および修理前の診断作業の過程で、インターネットへの接続確認等の目的で対象
機器をインターネットに接続する場合があります。お客様が修理をキャンセルされた場合（第 6
条に定める場合を含みます）でも、当該キャンセルの時点で既に富士通が修理前の診断作業を実
施していた場合は、当該作業の過程で対象機器がインターネットに接続されている場合がありま
す。なお、当該接続によりデータ等が変化・消去される場合があります。また、富士通は、当該
接続によりデータ等が変化、消去される等の問題が生じ、当該問題を解決するために必要と判断
した場合、データ等を変更、消去等する場合があります。

(4) 修理完了後のオペレーティングシステム（OS）ならびにその他のプログラムの再インストールお
よびセットアップ等につきましては、お客様ご自身で実施いただくものとします。

(5) お客様ご自身で貼り付けられたシール等につきましては、取り外したうえで修理をご依頼いただ
くものとします。また、お客様ご自身で行われた塗装や刻印等につきましては、元の状態への復
旧はできないものとします。

(6) 富士通は、修理期間中の代替機の貸し出しは行わないものとします。なお、修理期間中の対象機
器の使用不能による補償等は、本規定で定める責任を除き富士通では一切責任を負わないものと
します。

(7) お客様が対象機器にパスワードを設定されている場合は、当該設定を解除したうえで修理をご依
頼いただくものとします。

(8) 対象機器の修理とは関係のない記録媒体（CD、DVD、メモリーカード、フロッピィディスク、
MO等）、他の機器との接続ケーブル、および添付品等につきましては、事前にお客様の方で対象
機器から取り外したうえで修理をご依頼いただくものとします。なお、万が一これらが対象機器
に付加された状態で修理をご依頼いただいた場合、富士通ではこれらの管理につき一切責任を負
わないものとします。

(9) 修理のご依頼時に、当該修理にリカバリディスクが必要である旨富士通からお客様にお知らせし
た場合は、お客様は必ず対象機器に同梱されているリカバリディスクを添付いただくものとしま
す。

(10) 次の各号のいずれかに該当するものは、修理の対象から除かれるものとします。
a. お客様が対象機器出荷時の標準搭載の部品を加工・改造されたこと、または対象機器出荷時の標

準搭載以外の部品を使用されたことに起因する故障の修理
b. ウィルスの除去
c. 液晶ディスプレイの一部に非点灯、常時点灯などの表示が存在する場合の修理・交換
d. データ等のバックアップおよび復旧作業
(11) 訪問修理の場合であって、富士通または富士通指定の修理サービス会社がお客様への訪問日程調

整のご連絡に努めたにもかかわらず、ご連絡がつかない状態が 2 週間以上継続した場合は、修理
をキャンセルされたものとみなすことがあります。

第１２条（補修用性能部品）
1. 補修用性能部品は、製品の機能を維持するために必要な部品をいい、故障部品と機能、性能が同

等な部品（再利用品および第10条に定める故障部品の再利用も含む）とします。
2. 富士通における補修用性能部品の最低保有期間につきましては、対象機器に同梱されている説明

書記載のとおりとなります。補修用性能部品の保有期間の終了をもって、当該対象機器の修理対
応は終了となります。

第13条（個人情報の取り扱い）
1. 富士通は、本規定に基づく修理に関してお客様から入手した情報のうち、当該お客様個人を識別

できる情報（以下「お客様の個人情報」といいます）につき、以下の利用目的の範囲内で取り扱
います。

(1) 修理を実施すること。
(2) 修理の品質の向上を目的として、電子メール、郵便、電話等によりアンケート調査を実施すること。
(3) お客様に有益と思われる富士通または富士通の子会社、関連会社もしくは提携会社の製品、サポー

トサービス等の情報を、電子メール、郵便、電話等によりお客様へ提供すること。
(4) お客様の個人情報の取り扱いにつき、個別にお客様の同意を得るために、当該お客様に対し電子

メール、郵便、電話等により連絡すること、および当該同意を得た利用目的に利用すること。
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2. 富士通は、前項に定める利用目的のために必要な範囲で、お客様の個人情報を業務委託先に取り
扱わせることができるものとします。

3. 富士通は、「個人情報の保護に関する法律」において特に認められている場合を除き、お客様の個
人情報につき、第 1 項に定める以外の利用目的で取り扱い、または前項に定める以外の第三者に
開示、提供することはありません。

第14条（責任の限定）
1. 富士通が実施した修理に富士通の責に帰すべき瑕疵が発見され、当該修理完了日より 3 か月以内

に、当該修理時の「診断・修理報告書」を添えてその旨お客様より富士通にご連絡いただいた場
合、富士通は自己の責任と費用負担において必要な修理を再度実施いたします。なお、ここでい
う瑕疵とは、当該修理を実施した箇所の不具合により再度修理が必要となる場合をいいます。

2. 合理的な範囲で富士通が前項の修理を繰り返し実施したにもかかわらず、前項の瑕疵が修理され
なかった場合には、富士通は、当該瑕疵に起因してお客様に生じた損害につき、賠償責任を負う
ものとします。

3. 対象機器の修理に関連して富士通がお客様に対して損害賠償責任を負う場合、その賠償額は、修
理料金相当額を上限とします。また、富士通は、富士通の責に帰すことのできない事由から生じ
た損害、富士通の予見の有無を問わず特別の事情から生じた損害、逸失利益については、責任を
負わないものとします。

4. 対象機器の修理に関連してお客様が被った損害が、富士通の故意または重過失に起因するもので
ある場合には、前項の規定は適用されないものとします。

第15条（変更）
富士通は、本規定の内容を変更する必要が生じた場合は、お客様に対する通知をもって変更できるもの
とします。なお、当該通知は、専用ホームページでの表示により行われるものとします。
第16条（専属的合意管轄裁判所）
本規定に基づく対象機器の修理に関する訴訟については、東京地方裁判所をもって第一審における合意
上の専属的管轄裁判所とします。
付則 
本規定は、2014年 4月 1日から実施します。
■対象機器
・ARROWS Tab QHシリーズ
・ARROWS Tab Wi-Fi QHシリーズ
・FMVシリーズ
・FMV STYLISTIC QHシリーズ
・ESPRIMO／ LIFEBOOK（品名が以下のように表記される製品）

品名：　＊　H　＊＊＊　／　＊＊＊

品名：　W　＊　　＊　 ／　＊

品名：　＊　H　／　R　＊＊

ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ 数字
（2～3桁）

数字またはｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ 
　（1～3桁）

ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ 数字またはｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ 
　（1～ 2桁）

ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ 数字 ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ
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仕様一覧

タブレット本体の主な仕様

ここでは、タブレット本体の主な仕様を紹介しています。

■仕様の調べ方
仕様について詳しくは「富士通アドバイザー」（→P.54）の「サポート&サー
ビス情報」から「パソコンの仕様を調べる」を選択して表示されるホームペー
ジの内容をご覧ください。なお、仕様の詳細を調べるときに、お使いのタブレッ
トの型名が必要になることがあります。型名は次の場所に記載されています。
●保証書
●タブレット本体の裏面に貼付されたラベル
●スタート画面でまっすぐ上にスライドし、「サポートツール」の「パソコンの
情報」をタップすると表示される画面

� 型名の確認方法の詳細は、サポートページからQ&Aナンバー「3702-
5873」を検索して参照できます。
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■ARROWS Tab QH33/S
注記については、「仕様一覧の注記について」（→P.104）をご覧ください。

タブレットの仕様は、改善のために予告なく変更することがあります。あらか
じめご了承ください。

仕様一覧の注記について

品　名 ARROWS Tab QH33/S

CPU注1 インテル ® AtomTM プロセッサーZ3735F
（インテル ® バースト・テクノロジー対応）

メインメモリ注2 2GB（シングルチャネル対応DDR3L-1333）

無線LAN注3 規格 IEEE 802.11b/g/n 準拠（Wi-Fi®準拠）注4

電源供給方式
ACアダプタ 入力AC100V～ 240V、出力DC5V（2A）

バッテリ 内蔵バッテリパック：リチウムポリマ 20Wh

外形寸法（幅×奥行×高さ） 
（突起部含まず）

126× 215× 9.9mm

本体質量注5 約 390g

注 1 ソフトウェアによってはCPU名表記が異なることがあります。
注2 メモリの交換、増設はできません。
注3 無線 LAN の仕様については、 『取扱説明書＜詳細版＞』の「無線 LAN」をご

覧ください。
注4 Wi-Fi® 準拠とは、無線 LAN の相互接続性を保証する団体「Wi-Fi Alliance®」の 

相互接続性テストに合格していることを示します。
注5 各製品で質量が異なる場合があります。
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■商標および著作権について
インテル、Intel、インテルAtomは、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel
Corporation またはその子会社の商標または登録商標です。
McAfee、マカフィーは、米国法人McAfee,Inc. またはその関係会社の米国またはそ
の他の国における登録商標または商標です。
デジタルアーツ /DIGITAL ARTS、ZBRAIN、アイフィルター/i- フィルターはデジタ 
ルアーツ株式会社の登録商標です。
デジブックは株式会社トリワークスの登録商標です。
「メモリースティック」は、ソニー株式会社の商標または登録商標です。

SDXCロゴは、SD-3C, LLC. の商標です。

ExpressCardTM、ExpressCardTM ロゴは、Personal Computer Memory Card   
International Association（PCMCIA）の商標で、富士通へライセンスされています。
HDMI、HDMI ロゴ、およびHigh-Definition Multimedia Interface は、HDMI 
Licensing LLC の商標または登録商標です。
Bluetooth®は、Bluetooth SIG の商標であり、富士通へライセンスされています。
Google、Google ロゴ、Android は、Google Inc. の商標または登録商標です。
@nifty は、ニフティ株式会社の商標です。
その他の各製品名は、各社の商標、または登録商標です。
その他の各製品は、各社の著作物です。
その他のすべての商標は、それぞれの所有者に帰属します。
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●このマニュアルの内容は、改善のため事前連絡なしに変更することがあ
ります。

●このマニュアルに記載されたデータの使用に起因する第三者の特許権
およびその他の権利の侵害については、当社はその責を負いません。

●無断転載を禁じます。
●落丁、乱丁本は、お取り替えいたします。
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